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本
日
、
第
93
回
う
る
ま
市
議
会
定
例
会

が
開
催
さ
れ
る
に
あ
た
り
、
平
成
27
年
度

予
算
案
を
は
じ
め
と
す
る
各
議
案
の
説
明

に
先
立
ち
ま
し
て
、
私
の
市
政
運
営
に
対

す
る
所
信
と
主
要
事
業
の
概
要
を
申
し
上

げ
、
市
議
会
議
員
並
び
に
市
民
の
皆
さ
ま

に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

私
は
、
市
長
就
任
以
降
「
う
る
ま
市
は

ひ
と
つ
・
市
民
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」
を

ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
、
３
つ
の
基
本
目
標

の
実
現
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

ま
ず
１
つ
目
の
目
標
で
あ
る
「
経
済
の

活
性
化
と
失
業
率
の
改
善
」
に
つ
い
て
は
、

「
う
る
ま
市
失
業
対
策
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ

ン
」
に
基
づ
き
、「
働
く
場
の
確
保
」「
ミ

ス
マ
ッ
チ
の
解
消
」「
就
業
意
欲
の
向
上
」

の
３
つ
を
戦
略
と
し
て
定
め
、
全
国
に
先

駆
け
て
厚
生
労
働
省
が
推
進
す
る
求
人
情

報
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ス
テ
ム
の
導
入
を
は
じ

め
、
各
種
人
材
育
成
事
業
な
ど
に
取
り
組

み
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
成
果
と
し
て
、
平
成
26
年
度

の
新
規
就
業
者
数
は
１
，
０
０
０
人
を
突

破
す
る
見
込
み
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

２
つ
目
の
目
標
で
あ
る
「
教
育
・
子
育

て
支
援
の
拡
大
」
に
つ
い
て
は
、
学
校
環

境
整
備
と
し
て
、
高
江
洲
小
学
校
、
高
江

洲
幼
稚
園
、
天
願
小
学
校
、
天
願
幼
稚
園
、

勝
連
幼
稚
園
、
平
敷
屋
幼
稚
園
の
増
改
築

事
業
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

子
育
て
支
援
に
つ
い
て
は
、
児
童
の
健

全
育
成
や
地
域
の
伝
統
芸
能
・
文
化
を
保

存
継
承
す
る
施
設
と
し
て
「
き
む
た
か
こ

ど
も
セ
ン
タ
ー
」
の
供
用
を
開
始
す
る
と

と
も
に
、
子
ど
も
の
安
全
確
保
及
び
待
機

児
童
解
消
を
図
る
た
め
、
法
人
保
育
園
２

園
の
増
改
築
事
業
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

３
つ
目
の
目
標
で
あ
る
「
地
元
企
業
育

成
と
誘
致
、
そ
し
て
地
産
地
消
」
に
つ
い

て
は
、
昨
年
度
の
沖
縄
振
興
特
別
措
置
法

の
改
正
に
伴
い
、
中
城
湾
港
新
港
地
区
の

全
域
が
国
際
物
流
拠
点
産
業
集
積
地
域
に

指
定
さ
れ
、
現
在
同
地
域
に
は
１
７
６
社

が
立
地
し
、
雇
用
者
総
数
は
４
，
６
４
６

人
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

平
成
26
年
度
に
は
、
製
造
業
な
ど
新
た

に
23
社
が
立
地
す
る
見
込
み
と
な
る
ほ

か
、
今
後
、
県
に
よ
る
賃
貸
工
場
等
の
整

備
に
よ
り
、
新
た
な
企
業
進
出
と
雇
用
の

創
出
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

地
産
地
消
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
第
１

次
産
業
の
活
性
化
と
６
次
産
業
へ
の
展
開

を
図
る
た
め
、
農
水
産
業
振
興
戦
略
拠
点

施
設
の
整
備
に
向
け
、
基
本
設
計
業
務
を

実
施
す
る
と
と
も
に
、
用
地
取
得
等
に
取

り
組
み
ま
し
た
。

さ
て
、
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
10

月
に
定
数
削
減
後
の
市
議
会
議
員
選
挙
が

行
わ
れ
、
新
人
６
人
を
含
む
30
人
の
議
員

が
誕
生
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
多
く
の
青
少
年
が
文
化
・
ス
ポ
ー

ツ
面
で
活
躍
し
た
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
な
か
で
も
、
前
原
高
校
サ
ッ
カ
ー

部
の
全
国
大
会
出
場
や
、
高
江
洲
小
学
校

マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
の
全
国
大
会
銀
賞
受

賞
、
中
部
農
林
高
校
バ
イ
オ
研
究
部
の
「
第

２
回
高
校
生
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
・
グ
ラ
ン

プ
リ
」
優
秀
賞
受
賞
な
ど
私
た
ち
に
明
る

い
話
題
を
提
供
し
て
く
れ
ま
し
た
。

自
然
災
害
で
は
、
７
月
に
台
風
８
号
の
豪

雨
に
よ
る
影
響
で
天
願
川
が
氾
濫
し
、
周

辺
住
宅
等
に
大
き
な
被
害
が
あ
り
ま
し
た
。

本
市
で
は
市
民
の
生
命
及
び
財
産
を
守

施
政
方
針

平
成
27
年
度

うるま市長

島 袋　俊 夫

１
．
市
政
運
営
の
基
本
姿
勢
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【台風による大雨で増水した天願川】

る
立
場
か
ら
、
天
願
川
に
つ
い
て
は
未
整

備
箇
所
の
早
期
整
備
を
行
う
よ
う
、
関
係

部
署
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
河
川
管
理

者
で
あ
り
ま
す
県
と
協
議
し
、
対
応
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
米
軍
機
か
ら
の
相
次
ぐ
部
品
落

下
事
故
等
に
つ
い
て
は
、
米
軍
並
び
に
沖

縄
防
衛
局
へ
再
発
防
止
や
安
全
管
理
の
徹

底
を
強
く
要
請
す
る
と
と
も
に
、
日
米
地

位
協
定
の
抜
本
的
な
見
直
し
の
実
現
に
向

け
て
今
後
も
県
を
は
じ
め
、
関
係
市
町
村

と
連
携
し
て
ま
い
り
ま
す
。

国
内
の
経
済
情
勢
に
目
を
向
け
ま
す

と
、
政
府
に
よ
る
経
済
政
策
に
よ
り
回
復

基
調
で
推
移
し
て
き
た
も
の
の
、
消
費
税

率
引
き
上
げ
に
伴
う
駆
け
込
み
需
要
の
反

動
減
や
円
安
に
よ
る
輸
入
物
価
の
上
昇
な

ど
の
影
響
を
受
け
、
年
度
後
半
に
は
実
質

Ｇ
Ｄ
Ｐ
成
長
率
が
マ
イ
ナ
ス
と
な
り
ま
し
た

が
、
年
末
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
緊
急
経
済

対
策
な
ど
に
よ
り
、
引
き
続
き
緩
や
か
に

回
復
し
て
い
く
見
込
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

政
治
の
面
で
は
、
12
月
に
消
費
税
率
の

引
き
上
げ
先
送
り
を
争
点
と
し
た
衆
議
院

選
挙
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

引
き
続
き
政
権
を
担
う
安
倍
総
理
に

は
、
積
極
的
な
経
済
政
策
の
推
進
と
と
も

に
沖
縄
振
興
に
も
ご
尽
力
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
昨
年
11
月
の
沖
縄
県
知
事
選
挙

で
誕
生
し
ま
し
た
翁
長
雄
志
新
知
事
に

は
、
沖
縄
県
の
均
衡
あ
る
発
展
を
目
指
し
、

国
と
連
携
し
た
振
興
策
の
実
施
に
取
り
組

ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

県
内
に
お
い
て
は
、
昨
年
の
入
域
観
光

客
数
が
初
め
て
７
０
０
万
人
を
超
え
過
去

最
高
を
記
録
し
ま
し
た
。

県
で
は
２
０
２
１
年
度
の
入
域
観
光
客

数
１
，
０
０
０
万
人
達
成
を
目
標
に
掲
げ

て
お
り
、
今
後
も
観
光
客
数
の
増
加
が
予

想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
引
き
続
き
本
市
に

お
い
て
も
伝
統
文
化
・
歴
史
・
自
然
環
境

を
活
か
し
た
観
光
誘
客
の
取
り
組
み
を
推

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

平
成
27
年
度
沖
縄
振
興
関
連
政
府
予
算

案
に
お
い
て
は
、
３
，
３
４
０
億
円
の
予

算
が
措
置
さ
れ
、
本
市
の
一
括
交
付
金
配

分
額
は
、
17
億
５
，
３
０
０
万
円
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。　

本
年
度
も
引
き
続
き
、
同
交
付
金
を
活

用
し
た
各
種
事
業
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

昨
年
末
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
「
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
に
よ
る

地
方
創
生
の
取
り
組
み
や
「
地
方
へ
の
好

循
環
拡
大
に
向
け
た
緊
急
経
済
対
策
」
に

伴
う
国
の
大
型
補
正
、「
子
ど
も
・
子
育
て

支
援
新
制
度
」
へ
の
対
応
が
求
め
ら
れ
て

お
り
ま
す
。

ま
た
、
教
育
長
と
教
育
委
員
長
の
一
本
化

や
、
首
長
が
教
育
方
針
等
を
教
育
委
員
と

話
し
合
う
「
総
合
教
育
会
議
」
を
設
置
す

る
改
正
法
が
本
年
度
か
ら
施
行
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
ら
の
新
制
度
に
適
切
に
対
応
す
る

と
と
も
に
、
本
市
の
課
題
解
決
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

次
に
、
予
算
の
概
要
に
つ
い
て
ご
説
明

い
た
し
ま
す
。

平
成
27
年
度
の
予
算
編
成
に
つ
い
て

は
、「
う
る
ま
市
総
合
計
画
・
後
期
基
本
計

画
」
及
び
「
第
11
回
実
施
計
画
」
等
を
踏

ま
え
、
各
施
策
の
目
標
達
成
に
取
り
組
む

と
と
も
に
、「
第
２
次
行
政
改
革
大
綱
」
に

基
づ
き
行
財
政
改
革
の
実
施
に
努
め
、
限

ら
れ
た
財
源
を
効
果
的
に
活
用
す
る
べ
く

枠
配
分
方
式
を
基
本
に
予
算
編
成
を
行
っ

て
お
り
ま
す
。

そ
の
結
果
、
本
年
度
の
一
般
会
計
予

算
は
、
５
２
８
億
６
４
０
万
２
千
円
と

な
り
、
前
年
度
に
比
べ
０
．
７
％
の
増
と

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
特
別
会
計
予
算

は
、
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
ほ
か
４
つ

の
特
別
会
計
の
合
計
額
が
３
３
３
億
６
，

９
５
４
万
８
千
円
、
公
営
企
業
の
水
道
事

業
会
計
予
算
は
、
37
億
７
，
１
０
７
万
円

と
な
っ
て
い
ま
す
。

従
い
ま
し
て
、
本
市
の
総
予
算
規
模
は
、

一
般
会
計
、
特
別
会
計
及
び
水
道
事
業
会

計
を
合
わ
せ
た
８
９
９
億
４
，
７
０
２
万

円
に
な
り
ま
す
。

次
に
、
平
成
27
年
度
主
要
事
業
の
概
要

に
つ
い
て
、
総
合
計
画
に
掲
げ
た
５
つ
の

基
本
目
標
に
沿
っ
て
説
明
い
た
し
ま
す
。

島
し
ょ
地
域
の
振
興
に
つ
い
て
は
、
本

市
の
重
点
施
策
と
し
て
位
置
づ
け
て
お

り
、
引
き
続
き
津
堅
・
島
お
こ
し
支
援
事

業
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
学
校
跡
利
用

に
つ
い
て
地
域
の
意
向
を
踏
ま
え
な
が

平成27年度　施 政 方 針

２
．
平
成
27
年
度
の
予
算
規
模

３
．
主
要
事
業
の
概
要

「
人
と
自
然
に
や
さ
し
い
基
盤
と
環

境
を
育
て
ま
す
」
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【高離バンタから伊計島を望む】

【うまんちゅ健康文化交流広場】

ら
、「
う
る
ま
市
島
し
ょ
地
域
学
校
跡
地
・

跡
施
設
活
用
方
針
」
に
基
づ
き
着
実
に
推

進
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

ま
た
、
東
海
岸
開
発
基
本
計
画
に
つ
い

て
は
、
藪
地
島
の
市
道
与
那
城
17
号
線
道

路
整
備
事
業
に
取
り
組
み
ま
す
。

市
道
に
つ
い
て
は
、
安
慶
名
西
原
線
ほ

か
８
路
線
の
継
続
事
業
の
整
備
に
引
き
続

き
取
り
組
む
と
と
も
に
、
新
た
に
与
那
城

18
号
線
、
与
那
城
39
号
線
の
道
路
整
備
事

業
に
着
手
す
る
ほ
か
、
地
域
の
生
活
道
路

の
整
備
も
推
進
し
ま
す
。

ま
た
、
国
・
県
の
建
設
事
業
に
つ
い
て

は
、（
仮
称
）
勝
連
半
島
南
岸
道
路
整
備
の

事
業
化
に
向
け
て
積
極
的
に
協
力
し
、
整

備
促
進
を
図
り
ま
す
。

街
路
に
つ
い
て
は
、
安
慶
名
３
区
線
、

兼
箇
段
高
江
洲
線
な
ど
の
各
道
路
改
築
事

業
を
継
続
し
て
推
進
し
ま
す
。

新
た
な
地
域
公
共
交
通
の
推
進
に
つ
い

て
は
、
現
在
実
施
し
て
お
り
ま
す
交
通
サ
ー

ビ
ス
実
証
実
験
の
検
証
を
踏
ま
え
、
今
後

の
運
行
の
在
り
方
に
つ
い
て
検
討
し
て
ま

い
り
ま
す
。

土
地
区
画
整
理
事
業
に
つ
い
て
安
慶
名

地
区
は
、
建
物
移
転
の
進
捗
に
合
わ
せ
て

イ
ン
フ
ラ
整
備
を
行
い
、
宅
地
の
早
期
利

用
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、
住
居
表
示
整

備
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

ま
た
、
石
川
西
地
区
及
び
江
洲
地
区
に

つ
い
て
は
、
引
き
続
き
技
術
的
指
導
等
の

支
援
を
行
い
な
が
ら
、
早
期
完
了
を
目
指

し
ま
す
。

市
営
住
宅
に
つ
い
て
は
、「
う
る
ま
市
公

営
住
宅
等
長
寿
命
化
計
画
」
に
基
づ
き
、

引
き
続
き
長
田
団
地
建
替
事
業
及
び
東
山

団
地
改
修
事
業
に
取
り
組
み
ま
す
。

景
観
に
つ
い
て
は
、「
う
る
ま
市
景
観
計

画
」
に
基
づ
き
、
沖
縄
ら
し
い
風
景
づ
く

り
推
進
事
業
を
実
施
し
、
浜
比
嘉
島
な
ど

の
景
観
地
区
指
定
に
向
け
て
取
り
組
み
ま

す
。ま

た
、
市
民
の
景
観
づ
く
り
や
緑
化
へ

の
意
識
を
高
め
る
と
と
も
に
、
各
団
体
へ

の
緑
化
資
材
を
補
助
す
る
な
ど
の
緑
化
運

動
に
取
り
組
み
ま
す
。

環
境
に
つ
い
て
は
、
市
民
か
ら
要
望
の

多
い
悪
臭
対
策
に
つ
い
て
引
き
続
き
取
り

組
ん
で
い
く
と
と
も
に
、「
う
る
ま
市
環
境

基
本
計
画
」
な
ど
の
推
進
に
努
め
ま
す
。

ご
み
対
策
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
循

環
型
社
会
の
構
築
を
目
指
し
、
野
犬
・
ハ

ブ
等
の
対
策
に
つ
い
て
は
、
環
境
衛
生
の

推
進
と
市
民
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
迅

速
な
対
応
に
努
め
ま
す
。

墓
地
に
つ
い
て
は
、
立
地
の
規
制
誘
導

を
進
め
る
と
と
も
に
、
墓
地
経
営
の
適
正

化
に
向
け
た
取
り
組
み
に
努
め
ま
す
。

上
水
道
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
島
し
ょ

地
域
の
水
質
保
全
事
業
や
漏
水
の
早
期
発

見
に
有
効
な
配
水
ブ
ロ
ッ
ク
中
央
監
視
シ

ス
テ
ム
の
整
備
な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

ま
た
、
給
配
水
管
更
新
工
事
の
推
進
に

努
め
、
安
全
な
水
道
水
の
安
定
供
給
と
有

収
率
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

下
水
道
に
つ
い
て
は
、
地
域
特
性
等
を

考
慮
し
た
「
下
水
道
等
整
備
構
想
」
の
策

定
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
快
適
な
生
活

環
境
や
河
川
な
ど
の
水
質
保
全
を
図
る
た

め
、「
う
る
ま
市
公
共
下
水
道
長
寿
命
化
計

画
」
に
基
づ
き
、
施
設
整
備
の
推
進
に
努

め
ま
す
。

排
水
路
に
つ
い
て
は
、
浸
食
及
び
浸
水

に
よ
る
被
害
を
防
ぎ
、
地
域
住
民
の
生
活

環
境
改
善
を
図
る
た
め
、
引
き
続
き
与
那

城
西
原
排
水
路
及
び
天
願
排
水
路
の
整
備

を
推
進
し
ま
す
。

公
園
に
つ
い
て
は
、
ヌ
ー
リ
川
公
園
、

川
崎
公
園
、
旧
桃
原
小
学
校
跡
地
緑
地
広

場
及
び
下
原
地
区
ス
ポ
ー
ツ
広
場
事
業
に

引
き
続
き
取
り
組
む
と
と
も
に
、
江
洲
第

２
公
園
及
び
（
仮
称
）
米
原
緑
地
広
場
の

事
業
化
に
向
け
た
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

ま
た
、
既
存
の
公
園
に
つ
い
て
は
、
遊

具
等
の
更
新
に
取
り
組
む
と
と
も
に
「
公

園
里
親
制
度
」
に
よ
る
管
理
に
取
り
組
み

ま
す
。

勝
連
城
跡
及
び
周
辺
地
域
に
つ
い
て

は
、
勝
連
城
跡
周
辺
文
化
観
光
拠
点
整

備
事
業
を
引
き
続
き
推
進
す
る
こ
と
に
よ

り
、
世
界
遺
産
と
し
て
の
文
化
的
価
値
の

保
全
と
体
験
・
交
流
型
観
光
を
含
め
た
複

合
的
な
文
化
観
光
拠
点
と
し
て
の
整
備
に

取
り
組
み
ま
す
。
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【仲原遺跡（なかばるいせき）】

幼
児
教
育
に
つ
い
て
は
、「
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
新
制
度
」
の
施
行
に
よ
り
、

幼
稚
園
に
お
け
る
２
年
保
育
と
、
一
時
預

か
り
保
育
事
業
の
拡
充
や
質
の
向
上
を
図

り
、
安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る
環
境
づ

く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

学
校
教
育
に
つ
い
て
は
、
児
童
生
徒
の

基
礎
学
力
の
定
着
を
図
る
た
め
、
学
力
向

上
学
習
支
援
員
を
引
き
続
き
配
置
し
ま
す
。

ま
た
、
小
中
学
校
の
普
通
教
室
へ
電
子

黒
板
等
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を
設
置
す
る
と
と

も
に
、
児
童
生
徒
の
情
報
活
用
能
力
の
育

成
を
図
る
た
め
、
各
学
校
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援

員
を
派
遣
し
ま
す
。

特
別
支
援
教
育
に
つ
い
て
は
、
一
人
ひ

と
り
の
教
育
的
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、
特
別

支
援
ヘ
ル
パ
ー
設
置
な
ど
必
要
な
支
援
に

努
め
ま
す
。

教
職
員
研
修
に
つ
い
て
は
、
教
育
研
究

と
各
種
研
修
を
充
実
さ
せ
、
教
職
員
の
資

質
や
授
業
力
の
向
上
に
取
り
組
み
ま
す
。

ま
た
、
不
登
校
な
ど
教
育
上
の
悩
み
を

抱
え
る
幼
児
・
児
童
生
徒
・
保
護
者
・
教

師
の
相
談
に
対
応
し
、
課
題
解
決
に
向
け
、

学
校
・
家
庭
と
連
携
し
た
支
援
を
行
い
ま

す
。い

じ
め
防
止
対
策
に
つ
い
て
は
、「
う
る

ま
市
い
じ
め
防
止
基
本
方
針
」
を
定
め
、

学
校
、
家
庭
、
地
域
、
関
係
機
関
と
連
携

を
図
り
、
い
じ
め
防
止
に
努
め
ま
す
。

青
少
年
の
健
全
育
成
に
つ
い
て
は
、
青

少
年
の
非
行
化
を
未
然
に
防
止
す
る
た

め
、
学
校
に
相
談
員
を
配
置
し
、
学
校
・

地
域
と
連
携
し
た
指
導
活
動
や
居
場
所
づ

く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

ま
た
、
保
護
者
や
児
童
・
生
徒
へ
の
薬

物
乱
用
防
止
や
有
害
情
報
防
止
に
関
す
る

啓
発
活
動
を
行
い
ま
す
。

学
校
給
食
に
つ
い
て
は
、
安
全
・
安
心

で
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
給
食
を
提
供

す
る
と
と
も
に
、
地
元
食
材
の
活
用
や
沖

縄
の
年
中
行
事
食
を
取
り
入
れ
た
食
育
の

普
及
・
啓
発
や
地
産
地
消
を
推
進
し
ま
す
。

ま
た
、
学
校
給
食
の
安
定
的
な
運
営
を

行
う
た
め
、
第
二
調
理
場
の
一
部
民
間
委

託
を
す
る
ほ
か
、「
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
基

本
計
画
」
に
基
づ
き
施
設
整
備
に
取
り
組

み
ま
す
。

学
校
施
設
に
つ
い
て
は
、
高
江
洲
小
学

校
及
び
高
江
洲
幼
稚
園
、
天
願
小
学
校
の

増
改
築
事
業
に
引
き
続
き
取
り
組
み
ま
す
。

ま
た
、
勝
連
小
学
校
の
基
本
・
実
施
設

計
、
赤
道
小
学
校
の
基
本
調
査
業
務
に
着

手
し
、
校
舎
等
の
耐
震
化
を
推
進
し
ま
す
。

生
涯
学
習
に
つ
い
て
は
、
関
係
部
署
と

の
学
習
情
報
の
一
元
化
を
図
る
こ
と
に
よ

り
、
市
民
の
学
習
機
会
へ
の
情
報
提
供
の

拡
充
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
生
涯
学
習
と
文
化
振
興
の
拠
点

と
な
る
生
涯
学
習
・
文
化
振
興
拠
点
整
備

事
業
の
本
体
工
事
に
着
手
し
ま
す
。

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
に
つ
い
て
は
、
市
民
が
ス

ポ
ー
ツ
に
親
し
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

各
種
ス
ポ
ー
ツ
教
室
や
競
技
大
会
を
開
催

す
る
と
と
も
に
、
関
係
団
体
と
連
携
し
、

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

図
書
館
に
つ
い
て
は
、
生
涯
学
習
の
情

報
セ
ン
タ
ー
と
し
て
位
置
づ
け
、
市
民
の

生
涯
に
わ
た
る
自
己
学
習
を
支
援
し
、
生

活
課
題
の
解
決
と
文
化
の
進
展
に
寄
与
す

る
図
書
館
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

文
化
振
興
に
つ
い
て
は
、
市
民
の
文
化

活
動
や
芸
術
活
動
の
発
表
機
会
の
充
実
を

図
る
た
め
、「
沖
展
選
抜
展
」
や
「
全
島
獅

子
舞
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」「
市
民
総
合
文
化

祭
」
な
ど
を
開
催
し
ま
す
。

芸
術
・
文
化
施
設
に
つ
い
て
は
、
活
動

の
拠
点
と
な
る
市
民
芸
術
劇
場
、
石
川
会

館
、
き
む
た
か
ホ
ー
ル
の
特
長
を
生
か

し
た
文
化
活
動
や
地
域
振
興
事
業
を
展
開

し
、
市
民
の
芸
術
文
化
の
振
興
を
図
り
ま

す
。文

化
財
に
つ
い
て
は
、
そ
の
保
存
・
活

用
を
図
る
こ
と
で
、
特
性
を
生
か
し
た
ま

ち
づ
く
り
や
地
域
づ
く
り
を
推
進
す
る
と

と
も
に
、
郷
土
に
愛
着
と
誇
り
の
持
て
る

歴
史
教
育
の
普
及
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、
世
界
遺
産
勝
連
城
跡
に
つ
い
て

は
、
史
跡
指
定
地
の
公
有
化
に
向
け
た
土

地
買
上
事
業
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
引

き
続
き
整
備
事
業
に
取
り
組
み
ま
す
。

農
業
振
興
に
つ
い
て
は
、「
う
る
ま
市
農

業
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
策
定
す
る
と
と
も

に
、
引
き
続
き
安
定
的
な
農
業
経
営
を
支

援
す
る
各
種
施
策
や
耕
作
放
棄
地
の
解
消

に
取
り
組
み
ま
す
。

農
業
農
村
整
備
に
つ
い
て
は
、
安
定
的

な
農
業
生
産
環
境
の
確
保
と
生
産
性
の
向

上
を
図
る
た
め
、
農
山
漁
村
活
性
化
対
策

整
備
事
業
や
農
業
基
盤
整
備
促
進
事
業
に

取
り
組
み
ま
す
。

平成27年度　施 政 方 針

「
郷
土
に
誇
り
を
持
ち
、
明
日
の
う

る
ま
市
を
支
え
る
人
を
育
て
ま
す
」

第２

「
う
る
ま
市
の
魅
力
を
生
か
し
た
産

業
を
育
て
ま
す
」

第３
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【農水産業振興戦略拠点施設事業実施計画策定に関する答申】

【ハローワーク求人検索パソコン】

水
産
業
振
興
に
つ
い
て
は
、
漁
業
経
営

の
安
定
化
と
効
率
化
を
図
る
た
め
、
浜
及

び
比
嘉
地
区
の
漁
港
整
備
事
業
に
引
き
続

き
取
り
組
み
ま
す
。

畜
産
業
振
興
に
つ
い
て
は
、
肉
用
牛
生

産
拡
大
強
化
事
業
な
ど
を
実
施
し
、
生
産

拡
大
及
び
安
定
的
な
畜
産
経
営
を
支
援
し

ま
す
。

農
水
産
業
振
興
戦
略
拠
点
施
設
整
備
事

業
に
つ
い
て
は
、
農
水
産
物
の
販
路
拡
大
、

地
産
地
消
及
び
６
次
産
業
化
の
推
進
が
期

待
さ
れ
て
お
り
、
平
成
29
年
度
内
の
供
用

開
始
に
向
け
て
取
り
組
み
ま
す
。

商
工
業
に
つ
い
て
は
、
商
工
会
並
び
に

通
り
会
、
商
店
会
な
ど
と
連
携
し
、
国
や

県
の
各
種
助
成
や
支
援
事
業
に
取
り
組
む

と
と
も
に
、「
地
域
住
民
生
活
等
緊
急
支
援

の
た
め
の
交
付
金
」
を
活
用
し
た
う
る
ま

市
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
振
興
事
業
や
住
宅

リ
フ
ォ
ー
ム
支
援
商
品
券
発
行
事
業
に
取

り
組
み
ま
す
。

企
業
立
地
に
つ
い
て
は
、
新
た
な
「
う

る
ま
市
・
金
武
町
企
業
立
地
促
進
基
本
計

画
」
に
基
づ
き
、
県
や
企
業
立
地
推
進
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
連
携
し
た
企
業
誘
致
活

動
に
引
き
続
き
取
り
組
み
ま
す
。

ま
た
、
企
業
誘
致
推
進
事
業
な
ど
を
実

施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
中
城
湾
港
新
港
地

区
の
物
流
環
境
の
改
善
を
は
じ
め
、
モ
ノ

づ
く
り
の
振
興
を
図
り
、
戦
略
的
な
企
業

誘
致
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

観
光
振
興
に
つ
い
て
は
、
海
中
道
路
の

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
と
併
せ
た
海
の
駅
あ
や
は

し
館
の
有
効
活
用
を
促
進
す
る
と
と
も

に
、
う
る
ま
市
観
光
物
産
協
会
を
窓
口
と

し
た
体
験
・
滞
在
型
メ
ニ
ュ
ー
の
サ
ー
ビ

ス
展
開
を
支
援
し
ま
す
。

ま
た
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
等
の
メ
デ
ィ
ア
を
活
用

し
た
観
光
情
報
の
発
信
や
冬
季
観
光
誘
客

促
進
事
業
な
ど
の
観
光
イ
ベ
ン
ト
を
開

催
し
、
観
光
誘
客
の
拡
大
を
図
る
ほ
か
、

ス
ポ
ー
ツ
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
の
推
進
に
向

け
、
市
民
、
行
政
、
関
係
団
体
な
ど
を
網

羅
し
た
協
議
会
の
立
ち
上
げ
に
取
り
組
み

ま
す
。

民
泊
事
業
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
関
係

自
治
会
や
民
間
事
業
者
と
連
携
し
、
受
け

入
れ
体
制
の
構
築
と
共
有
化
、
安
全
・
安

心
を
確
保
す
る
た
め
の
ル
ー
ル
づ
く
り
に

取
り
組
み
ま
す
。

物
産
振
興
に
つ
い
て
は
、
商
品
開
発
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
事
業
を
引
き
続
き
実
施

し
、
県
内
外
に
向
け
、
農
商
工
連
携
に
よ

る
市
産
品
の
新
た
な
商
品
開
発
や
既
存
商

品
を
含
め
た
販
路
拡
大
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
う
る
ま
市
観
光
物
産
協
会
へ
引

き
続
き
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
や
観
光
プ

ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
を
派
遣
し
、
本
市
の
さ
ら

な
る
観
光
物
産
振
興
の
強
化
を
図
り
ま
す
。

労
働
行
政
に
つ
い
て
は
、「
ふ
る
さ
と
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
」
で
導
入
し
た
求
人
情
報
オ

ン
ラ
イ
ン
シ
ス
テ
ム
や
就
活
サ
ポ
ー
ト
「
で

あ
え
〜
る
」
な
ど
の
推
進
に
よ
り
、
求
職

者
と
企
業
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
支
援
し
ま
す
。

ま
た
、
若
年
者
の
就
業
意
欲
を
高
め
る

た
め
の
取
り
組
み
と
し
て
、
ジ
ョ
ブ
シ
ャ

ド
ウ
イ
ン
グ
や
チ
ャ
レ
ン
ジ
ジ
ョ
ブ
な
ど

の
事
業
を
実
施
し
、
多
様
な
キ
ャ
リ
ア
教

育
の
充
実
に
努
め
る
と
と
も
に
、
高
齢
者

の
就
業
機
会
拡
充
を
図
る
た
め
、
引
き
続

き
う
る
ま
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
と

連
携
し
て
ま
い
り
ま
す
。

う
る
ま
市
・
金
武
町
・
宜
野
座
村
で
構

成
し
て
い
る
金
武
湾
開
発
推
進
連
絡
協
議

会
で
は
、
ゆ
い
ゆ
い
ウ
ォ
ー
ク
を
は
じ
め
、

雇
用
対
策
、
産
業
振
興
及
び
観
光
振
興
を

図
る
た
め
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
な
ど
の

広
域
連
携
を
推
進
し
ま
す
。

地
域
福
祉
に
つ
い
て
は
、「
う
る
ま
市
地

域
福
祉
計
画
（
後
期
計
画
）」
に
基
づ
き
、

う
る
ま
市
社
会
福
祉
協
議
会
や
民
生
委
員
・

児
童
委
員
協
議
会
な
ど
の
関
係
団
体
と
連

携
し
、「
市
民
が
健
や
か
に
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
ま
ち
づ
く
り
」
を
推
進
し
ま
す
。

障
が
い
者
福
祉
に
つ
い
て
は
、
障
が
い

者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
共
生
社
会
の
実
現
の
た
め
、
各
種

福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
推
進
し
て
い
く
と
と
も

に
、
就
労
支
援
事
業
所
で
働
く
障
が
い
者

の
支
援
事
業
に
取
り
組
み
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
に
つ
い
て
は
、
医
療
給

「
誰
も
が
健
康
で
、
互
い
に
助
け
合

え
る
地
域
を
育
て
ま
す
」
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【きむたかこどもセンター落成式】

【ブラジルからの研修生：渡部リリアンユキミさん】

付
費
が
年
々
伸
び
続
け
て
お
り
、
国
保
財

政
は
一
段
と
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
国
保
税
の
収
納
対
策
を
強

化
す
る
と
と
も
に
、
健
康
づ
く
り
と
し
て
、

特
定
健
診
・
特
定
保
健
指
導
の
受
診
率
向

上
に
努
め
、
被
保
険
者
が
安
心
し
て
医
療

を
受
け
ら
れ
る
よ
う
国
保
財
政
の
健
全
化

に
努
め
ま
す
。

後
期
高
齢
者
医
療
に
つ
い
て
は
、
被
保

険
者
の
健
康
の
保
持
増
進
を
図
る
た
め
、

長
寿
健
診
の
受
診
勧
奨
に
努
め
る
と
と
も

に
、
人
間
ド
ッ
ク
・
脳
ド
ッ
ク
検
診
費
用

の
一
部
助
成
を
引
続
き
実
施
し
ま
す
。

国
民
年
金
に
つ
い
て
は
、
広
報
活
動
や

年
金
相
談
な
ど
を
通
し
て
年
金
制
度
の
周

知
を
図
る
と
と
も
に
、
年
金
事
務
所
等
の

関
係
機
関
と
連
携
し
、
市
民
の
国
民
年
金

受
給
権
の
獲
得
に
努
め
ま
す
。

生
活
保
護
に
つ
い
て
は
、
要
保
護
世
帯

が
増
加
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
生
活
保
護
の

適
正
実
施
に
努
め
る
と
と
も
に
、
要
保
護

者
の
自
立
に
向
け
た
支
援
を
推
進
し
ま
す
。

ま
た
、
本
年
度
か
ら
施
行
さ
れ
る
「
生

活
困
窮
者
自
立
支
援
法
」
に
基
づ
き
、
生

活
困
窮
者
の
自
立
支
援
策
と
し
て
、
自
立

相
談
支
援
事
業
や
住
宅
確
保
給
付
金
事
業

な
ど
を
推
進
し
ま
す
。

健
康
づ
く
り
に
つ
い
て
は
、
健
康
長
寿

の
実
現
を
目
指
し
「
健
康
う
る
ま
21
」
に

基
づ
き
、
母
子
保
健
事
業
を
は
じ
め
、
予

防
接
種
事
業
、
健
康
増
進
事
業
な
ど
市
民

の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
合
っ
た
各
種
事
業

に
取
り
組
み
ま
す
。

高
齢
者
福
祉
及
び
介
護
保
険
に
つ
い
て

は
、「
う
る
ま
市
高
齢
者
福
祉
計
画
・
第
６

期
介
護
保
険
事
業
計
画
」
に
基
づ
き
、
高

齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
に
お
い
て
安
心

し
て
暮
ら
し
て
い
け
る
よ
う「
介
護
・
予
防
・

医
療
・
生
活
支
援
・
住
ま
い
」
を
一
体
的

に
提
供
し
て
い
く
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
の
充
実
・
強
化
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、

島
し
ょ
地
域
高
齢
者
福
祉
施
設
整
備
調
査

事
業
を
実
施
し
ま
す
。　

保
育
に
つ
い
て
は
、
待
機
児
童
の
解
消

を
図
る
た
め
「
う
る
ま
市
子
ど
も
・
子
育

て
支
援
事
業
計
画
」
に
基
づ
き
、
既
存
保

育
施
設
の
増
改
築
、
分
園
、
小
規
模
保
育

施
設
を
推
進
す
る
ほ
か
、
認
可
外
保
育
施

設
の
認
可
化
促
進
、
新
規
の
施
設
整
備
に

よ
り
保
育
の
「
量
」
の
拡
充
を
年
次
的
に

図
り
ま
す
。

ま
た
、
保
育
・
教
育
の
「
質
」
の
向
上

を
図
る
た
め
、
保
育
士
の
人
材
確
保
、
処

遇
改
善
に
努
め
る
と
と
も
に
、
ひ
と
り
親

世
帯
に
対
す
る
支
援
に
つ
い
て
も
県
と
連

携
し
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

児
童
福
祉
に
つ
い
て
は
、
児
童
の
健
全

育
成
や
地
域
の
伝
統
芸
能
・
文
化
を
保
存

継
承
す
る
施
設
と
し
て
「
き
む
た
か
こ
ど

も
セ
ン
タ
ー
」
の
活
用
促
進
を
図
る
と
と

も
に
、
地
域
に
根
ざ
し
た
子
育
て
支
援
の

推
進
と
し
て
、
田
場
公
民
館
と
併
設
し
た

学
童
ク
ラ
ブ
室
の
建
設
に
取
り
組
み
ま
す
。

こ
ど
も
医
療
費
助
成
に
つ
い
て
は
、
通

院
費
の
対
象
年
齢
を
満
３
歳
か
ら
満
４
歳

ま
で
に
引
き
上
げ
、
保
護
者
の
経
済
的
負

担
の
軽
減
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、
県
が
予
定
す
る
通
院
費
の
助
成

対
象
拡
大
へ
の
動
向
に
も
注
視
し
な
が

ら
、
引
き
続
き
対
象
年
齢
の
拡
充
を
検
討

し
て
ま
い
り
ま
す
。

児
童
虐
待
及
び
Ｄ
Ｖ
等
の
対
策
に
つ
い

て
は
、
年
々
複
雑
か
つ
緊
急
性
を
伴
う
ケ
ー

ス
が
増
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
迅
速
に
対

応
で
き
る
体
制
の
充
実
を
図
り
、
子
ど
も

の
健
や
か
な
成
長
と
女
性
が
安
心
し
て
生

活
で
き
る
地
域
社
会
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

市
民
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

は
、
本
年
度
か
ら
地
域
審
議
会
に
代
わ
り
、

総
合
計
画
評
価
委
員
会
を
設
置
し
、
総
合

計
画
の
進
捗
管
理
及
び
評
価
を
行
い
、
総

合
計
画
の
着
実
な
進
行
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、
地
域
に
お
け
る
主
体
的
な
ま
ち

づ
く
り
活
動
を
支
援
す
る
た
め
、「
う
る
ま

市
地
域
活
動
支
援
助
成
事
業
」
を
引
き
続

き
実
施
し
ま
す
。

国
内
外
の
交
流
に
つ
い
て
は
、
海
外
移

住
者
子
弟
研
修
生
受
入
事
業
を
引
き
続
き

実
施
す
る
と
と
も
に
、
友
好
都
市
で
あ
る

盛
岡
市
と
の
交
流
事
業
の
推
進
を
図
り
ま

す
。

平成27年度　施 政 方 針

「
市
民
と
と
も
に
考
え
、
築
き
上
げ

る
ま
ち
を
育
て
ま
す
」
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【上江洲コミュニティセンター】

【石油基地で実施された防災訓練】

広
報
広
聴
に
つ
い
て
は
、
広
報
誌
や
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
活
用
し
、
市
政
や
ま
ち

づ
く
り
に
関
す
る
情
報
を
発
信
す
る
と
と

も
に
、「
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
」
や
「
市

長
へ
の
Ｅ
メ
ー
ル
」
な
ど
に
よ
り
市
民
ニ
ー

ズ
を
把
握
し
、
行
政
経
営
に
反
映
で
き
る

よ
う
努
め
ま
す
。

ま
た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
を
行
い
、
誰
に
で
も
利
用
し
や
す
い

サ
イ
ト
作
り
に
努
め
ま
す
。

地
域
情
報
化
に
つ
い
て
は
、
地
域
活
動

の
情
報
発
信
等
の
充
実
を
図
る
た
め
、
自

治
会
職
員
を
対
象
に
パ
ソ
コ
ン
操
作
研
修

等
を
実
施
し
ま
す
。

男
女
共
同
参
画
に
つ
い
て
は
、「
男
女
共

同
参
画
推
進
条
例
」
の
周
知
や
、「
男
女
共

同
参
画
行
動
計
画
」
に
基
づ
き
取
組
み
を

実
施
す
る
と
と
も
に
、
市
民
や
自
治
会
、

関
係
団
体
な
ど
と
連
携
し
て
、
意
識
の
醸

成
と
参
画
機
会
の
拡
充
に
努
め
ま
す
。

自
治
会
活
動
の
支
援
に
つ
い
て
は
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
充
実
を
図
る
た
め
、
田
場

地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
供
用
施
設
建
設
事
業

を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
旧
宮
城
幼
稚
園
・

小
学
校
跡
地
活
用
調
査
事
業
を
実
施
し
ま

す
。市

民
相
談
に
つ
い
て
は
、
相
談
者
ニ
ー

ズ
に
応
じ
た
各
種
相
談
を
実
施
す
る
と
と

も
に
、
関
係
機
関
と
連
携
し
、
市
民
相
談

サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

防
災
行
政
に
つ
い
て
は
、
地
域
の
自
助
・

共
助
の
強
化
を
図
る
た
め
、
自
主
防
災
組

織
の
育
成
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、
大
規
模
災
害
時
に
お
け
る
応
援
・

協
力
体
制
の
強
化
を
図
る
た
め
、
昨
年
度

の
沖
縄
市
に
引
き
続
き
、
恩
納
村
と
の
「
相

互
応
援
協
定
」
の
締
結
に
取
り
組
み
ま
す
。

消
防
行
政
に
つ
い
て
は
、
与
勝
消
防
署

庁
舎
建
設
事
業
に
着
手
す
る
と
と
も
に
、

消
防
・
救
急
デ
ジ
タ
ル
無
線
の
整
備
及
び

沖
縄
県
消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
の
運
用
に
向

け
取
り
組
み
ま
す
。

消
防
団
に
つ
い
て
は
、「
消
防
団
を
中
核

と
し
た
地
域
防
災
力
の
充
実
強
化
に
関
す

る
法
律
」
の
施
行
に
基
づ
き
、
体
制
の
充

実
強
化
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、
救
命
率
向
上
を
図
る
た
め
、
医

療
処
置
の
拡
大
に
対
応
で
き
る
救
急
救
命

士
の
育
成
を
目
指
し
、
研
修
体
制
の
充
実

に
努
め
ま
す
。

石
油
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
地
区
な
ど
の
危
険

物
施
設
の
安
全
対
策
に
つ
い
て
は
、
指
導

強
化
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、
住
宅
防
火
に
つ
い
て
は
、
住
宅

用
火
災
警
報
器
の
設
置
及
び
維
持
管
理
な

ど
、
住
宅
防
火
対
策
の
推
進
に
取
り
組
み

ま
す
。

交
通
安
全
対
策
に
つ
い
て
は
、
交
通
安

全
思
想
の
普
及
を
図
る
た
め
、
警
察
機
関

や
交
通
安
全
協
会
な
ど
と
連
携
し
、
飲
酒

運
転
の
根
絶
や
交
通
ル
ー
ル
の
順
守
に
向

け
た
広
報
啓
発
活
動
に
取
り
組
み
ま
す
。

防
犯
対
策
に
つ
い
て
は
、
安
全
で
安
心

な
市
民
生
活
を
確
保
す
る
た
め
、
警
察
機

関
や
防
犯
協
会
と
連
携
し
、
防
犯
体
制
の

強
化
に
努
め
る
と
と
も
に
、
防
犯
灯
の
設

置
拡
充
と
既
設
防
犯
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を
引

き
続
き
支
援
し
ま
す
。

基
地
問
題
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
米

軍
の
事
件
・
事
故
の
再
発
防
止
や
安
全
管

理
の
徹
底
等
を
申
し
入
れ
て
き
ま
し
た

が
、
そ
の
後
も
事
件
・
事
故
が
繰
り
返
さ

れ
て
い
る
状
況
は
、
市
民
に
大
き
な
不
安

を
与
え
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
ら
米
軍
基
地
か
ら
派
生
す
る
事
件
・

事
故
等
の
問
題
解
決
に
は
、
加
重
な
米
軍

基
地
負
担
の
軽
減
、
日
米
地
位
協
定
の
抜

本
的
見
直
し
等
が
必
要
で
あ
り
、
沖
縄
県

軍
用
地
転
用
促
進
・
基
地
問
題
協
議
会
を

は
じ
め
関
係
機
関
と
の
連
携
を
図
り
な
が

ら
、
日
米
両
政
府
及
び
米
軍
へ
訴
え
て
ま

い
り
ま
す
。

基
地
対
策
に
つ
い
て
は
、
市
民
の
安
全
・

安
心
な
生
活
環
境
を
確
保
す
る
た
め
、
米

軍
航
空
機
の
騒
音
測
定
を
引
き
続
き
実
施

し
、
実
態
把
握
と
公
表
に
努
め
る
と
と
も

に
、
ホ
ワ
イ
ト
ビ
ー
チ
の
原
子
力
潜
水
艦

の
寄
港
に
つ
い
て
も
、
国
に
対
し
て
寄
港
の

中
止
と
安
全
対
策
を
求
め
て
ま
い
り
ま
す
。

行
政
改
革
に
つ
い
て
は
、
本
年
度
か
ら

施
行
す
る
「
第
３
次
行
政
改
革
大
綱
」
に

基
づ
き
実
施
計
画
を
推
進
し
ま
す
。

ま
た
、
市
民
ニ
ー
ズ
や
行
政
課
題
に
対

応
し
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
る
た
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め
、
組
織
機
構
改
革
に
向
け
た
取
り
組
み

を
行
い
ま
す
。

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
新
た
な
拠
点
と
な
る

新
庁
舎
に
つ
い
て
は
、
平
成
28
年
１
月
の

供
用
開
始
を
目
指
し
て
引
き
続
き
建
設
工

事
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
新
庁
舎
移
転

に
伴
い
、
現
本
庁
舎
の
改
修
に
も
取
り
組

み
ま
す
。

ま
た
、
各
庁
舎
の
跡
利
用
に
つ
い
て
は
、

「
公
共
施
設
等
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
計
画
」
に
基

づ
き
、
推
進
体
制
の
構
築
を
図
り
な
が
ら

取
り
組
み
ま
す
。

人
事
行
政
に
つ
い
て
は
、
社
会
経
済
情

勢
の
変
化
と
多
様
化
す
る
市
民
ニ
ー
ズ
に

適
切
に
対
応
で
き
る
職
員
の
資
質
向
上
を

図
る
た
め
、「
人
材
育
成
基
本
方
針
」
の
改

定
や
、
職
員
研
修
の
充
実
に
努
め
る
と
と

も
に
、
人
事
評
価
制
度
の
導
入
に
向
け
た

取
り
組
み
を
実
施
し
ま
す
。

行
政
経
営
に
つ
い
て
は
、
総
合
計
画
に

基
づ
き
、
ま
ち
づ
く
り
の
課
題
解
決
や
、

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
る
た
め
「
う

る
ま
市
行
政
経
営
方
針
」
を
策
定
す
る
と

と
も
に
、
行
政
経
営
方
針
と
予
算
編
成
や

実
施
計
画
の
策
定
等
を
連
動
さ
せ
る
新
た

な
仕
組
み
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

ま
た
、
ま
ち
づ
く
り
の
指
針
と
な
る
次

期
総
合
計
画
策
定
に
向
け
た
取
り
組
み
を

実
施
し
ま
す
。

市
税
に
つ
い
て
は
、
電
話
催
告
セ
ン
タ
ー

の
活
用
や
、
滞
納
整
理
の
強
化
に
よ
り
徴

収
率
が
向
上
し
て
お
り
、
本
年
度
も
引
き

続
き
、
適
正
か
つ
公
平
な
課
税
に
努
め
、

徴
収
率
の
向
上
と
滞
納
繰
越
額
の
縮
減
に

取
り
組
み
ま
す
。

以
上
、
平
成
27
年
度
の
市
政
運
営
に
あ

た
り
、
私
の
所
信
と
予
算
案
、
主
要
事
業

の
概
要
に
つ
い
て
述
べ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

４
月
１
日
に
は
、
う
る
ま
市
が
誕
生
し

て
10
周
年
と
い
う
節
目
を
迎
え
ま
す
。

こ
の
10
周
年
の
節
目
を
市
民
全
体
で
祝

い
、
喜
び
を
分
か
ち
合
い
、
あ
ら
た
め
て

私
た
ち
の
ま
ち
を
愛
し
、
誇
り
に
思
う
機

会
と
し
て
様
々
な
記
念
事
業
を
実
施
い
た

し
ま
す
。

一
年
を
通
し
た
イ
ベ
ン
ト
等
を
実
施
し

て
い
く
な
か
で
、
市
民
の
融
和
と
一
体
感

を
一
層
深
め
、
本
市
の
更
な
る
飛
躍
を
目

指
し
て
全
力
で
市
政
運
営
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

結
び
に
、
市
議
会
並
び
に
市
民
の
皆
さ

ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上

げ
、
私
の
施
政
方
針
と
い
た
し
ま
す
。

　

平
成
27
年
２
月
25
日

う
る
ま
市
長　

島　

袋　

俊　

夫

う
る
ま
市
合
併
10
周
年
記
念
事
業
一
覧

開
催
時
期

事　

業　

名

４　

月

平
成
27
年
度
（
う
る
ま
市
合
併
10
周
年
）
開
始
式

あ
や
は
し
海
中
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会

５　

月

全
国
闘
牛
サ
ミ
ッ
ト
（
記
念
闘
牛
大
会
）

６　

月

上
下
水
道
施
設
見
学
会

７　

月

う
る
ま
市
合
併
10
周
年
記
念

夏
期
巡
回
ラ
ジ
オ
体
操
・
み
ん
な
の
体
操
会

８　

月

う
る
ま
市
合
併
10
周
年
記
念
特
別
イ
ベ
ン
ト
「
子
ど
も
議
会
」

９　

月

う
る
ま
市
エ
イ
サ
ー
ま
つ
り

10　

月

う
る
ま
祭
り

第
30
回
全
島
獅
子
舞
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

11　

月

う
る
ま
ウ
ィ
ー
ク

第
11
回
う
る
ま
音
楽
祭

う
る
み
ん
健
康
福
祉
ま
つ
り
（
仮
称
）

う
る
ま
市
景
観
緑
化
祭
（
仮
）

う
る
ま
市
「
黒
木
（
ク
ル
チ
）」
コ
ン
テ
ス
ト

12　

月

平
成
27
年
度
Ｎ
Ｈ
Ｋ
全
国
放
送
公
開
放
送
録
音
「
上
方
演
芸
」

う
る
ま
市
産
業
ま
つ
り

合
併
10
周
年
記
念
式
典

新
庁
舎
落
成
式
＆
う
る
ま
市
合
併
10
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト

１　

月

消
防
出
初
式

雲
井
カ
ル
テ
ッ
ト
ジ
ョ
イ
ン
ト
コ
ン
サ
ー
ト

２　

月

や
ま
い
も
大
物
勝
負
ギ
ネ
ス
挑
戦

第
６
回
「
春
の
芸
術
祭
」

３　

月

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
「
海
か
ら
豚
が
や
っ
て
き
た
」 （
仮
称
）

平
成
27
年
度
内

う
る
ま
市
合
併
10
周
年
記
念
冠
等
使
用
許
可
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
記
念
イ
ベ
ン
ト
・
記
念
商
品
な
ど
）

適　

時

う
る
ま
市
長
杯
大
会
（
８
大
会
）

適　

時

う
る
ま
市
合
併
10
周
年
記
念
地
域
交
流
ス
ポ
ー
ツ
大
会
助
成
事
業

平成27年度　施 政 方 針

４
．
結
び
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２
月
22
日
、
赤
道
自
治
会
主
催
の

も
と
、
赤
道
芸
能
祭
が
市
民
芸
術
劇

場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

幕
開
け
の
古
典
芸
能
を
皮
切
り

に
、「
志し

喜き

屋や

孝こ
う

信し
ん

誕
生
１
３
０
周
年

記
念
公
演
」
と
し
て
演
劇
が
披
露
さ

れ
、
志
喜
屋
孝
信
氏
の
教
育
者
、
政

治
家
と
し
て
の
生
涯
に
お
け
る
苦
悩

や
沖
縄
の
復
興
に
い
そ
し
む
姿
等

を
、
地
域
の
方
々
約
50
名
が
出
演

し
、
会
場
に
い
る
多
く
の
観
客
を
魅

了
し
ま
し
た
。

先
ご
ろ
行
わ
れ
た
沖
縄
県
中
学
校
新
人
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
に
お
い
て
、
あ
げ
な
中
学

校
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
男
子
が
見
事
優
勝
し
，

九
州
大
会
へ
の
切
符
を
手
に
し
ま
し
た
。
同

大
会
で
女
子
ソ
フ
ト
部
は
、
３
位
に
甘
ん
じ

た
も
の
の
別
の
日
に
行
わ
れ
た
一
年
生
大
会

に
お
い
て
は
、見
事
一
年
生
女
子
が
優
勝
し
、

こ
ち
ら
も
九
州
大
会
へ
の
派
遣
が
決
定
し
ま

し
た
。

男
女
キ
ャ
プ
テ
ン
に
よ
る
大
会
報
告
の

後
、
島
袋
市
長
が
激
励
の
言
葉
を
贈
り
ま
し

た
。

１
月
24
日
に
発
生
し
た
建
物
火
災
に
お
い

て
、
砂す
な

川が
わ

大だ
い

地ち

さ
ん（
字
赤
道
）と
園そ

の

崎ざ
き

遥は
る

稀き

さ
ん（
字
赤
道
）の
二
人
が
ベ
ラ
ン
ダ
か
ら
煙

が
出
て
い
る
の
に
気
づ
き
、
消
火
器
で
炎
を

消
し
止
め
、
延
焼
を
未
然
に
防
ぎ
ま
し
た
。

冷
静
な
判
断
と
勇
気
あ
る
行
動
に
よ
り
住

民
の
尊
い
生
命
が
救
わ
れ
、
貴
重
な
財
産
が

守
ら
れ
た
と
し
て
、
市
消
防
本
部
は
、
二
人

へ
感
謝
状
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

消
防
協
力
者
表
彰

あ
げ
な
中
学
校
ソ
フ
ト
部

い
ざ
九
州
へ

【幕開けで演舞する赤道地区の方々】

【左：砂川大地さん　右：園崎遥稀さん】

第
23
回
ふ
る
さ
と
芸
能
デ
ー

赤
道
芸
能
祭
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優
れ
た
実
践
に
よ
り
、
素
晴
ら
し
い
成
果

を
あ
げ
て
い
る
教
職
員
を
表
彰
す
る
「
う
る

ま
市
教
育
実
践
グ
ラ
ン
プ
リ
」
が
２
月
27
日

に
行
わ
れ
、
実
践
記
録
部
門
最
優
秀
賞
の

佐さ

さ々

木き

千ち

世せ

教
諭
（
あ
げ
な
小
学
校
）
と
推

薦
部
門
最
優
秀
賞
の
友と
も

寄よ
せ

美み

奈な

子こ

教
諭
（
彩

橋
中
学
校
）
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

表
彰
式
の
後
に
は
、
佐
々
木
教
諭
に
よ
る

「
地
域
と
つ
な
が
り
自
ら
学
ぶ
児
童
の
育
成
」

に
つ
い
て
の
発
表
も
行
わ
れ
、
参
加
者
か
ら

は「
地
域
教
材
の
開
発
の
仕
方
が
参
考
に
な
っ

た
。」
と
感
想
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

３
月
７
日
、
８
日
の
両
日
、
市
具
志
川
ド
ー

ム
を
拠
点
に
第
７
回
環
金
武
湾
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
フ
ェ
ス
タ
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

金
武
湾
に
面

し
た
、
う
る
ま

市
、
金
武
町
、

宜
野
座
村
を
歩

く
８
つ
の
コ
ー

ス
に
多
く
の
参

加
者
が
自
然
を

体
感
し
な
が
ら

心
地
よ
い
汗
を

流
し
ま
し
た
。

去
る
２
月
１
日
に
「
第
31
回
沖
縄
県
視
覚

障
害
者
音
楽
発
表
大
会
」
が
沖
縄
市
福
祉
文

化
プ
ラ
ザ
で
開
催
さ
れ
、
本
市
の
障
が
い
者

福
祉
団
体
の

サ
ー
ク
ル
団
体

が
演
奏
し
た
三

線
「
か
た
み
節
」

が
、
団
体
の

部
（
７
地
区
が

参
加
）
に
お
い

て
、
見
事
優
勝

を
勝
ち
取
り
ま

し
た
。

世
界
遺
産
群
に
登
録
さ
れ
て
い
る
「
勝
連

城
跡
」
の
魅
力
を
効
果
的
に
発
信
す
る
た
め

一
括
交
付
金
を
利
用
し
て
、
勝
連
城
跡
城
郭

内
の
環
境
整
備

が
行
わ
れ
、
そ

の
オ
ー
プ
ニ
ン

グ
セ
レ
モ
ニ
ー

が
、
３
月
14

日
、
城
跡
内
四

の
郭
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

※
詳
細
は
裏
表

　

紙
を
参
照
。

学
校
、
家
庭
、
地
域
の
学
力
向
上
を
目
的

と
し
た
取
り
組
み
に
つ
い
て
の
報
告
会
が
２

月
22
日
、
市
石
川
会
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

仲な
か

間ま

悦え
つ

子こ

教
諭
（
平
敷
屋
小
学
校
）、
上う

江え

洲ず

靖
や
す
し

氏
（
高
江

洲
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

会
長
）、
金か
な

地じ

陽よ
う

子こ

氏
（
み
ど
り
町

５
・
６
丁
目
自
治
会

長
）
が
そ
れ
ぞ
れ

の
取
り
組
み
を
発

表
し
、
意
見
交
換

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

東
日
本
大
震
災
か
ら
４
年
、
犠
牲
者
を
悼

み
、
ま
た
市
民
の
防
災
意
識
の
高
揚
を
目
的

と
し
た
市
縦
断
駅
伝
が
３
月
８
に
行
わ
れ
ま

し
た
。

同
駅
伝
は
高
江
洲
中
学
校
卒
業
生
（
昭
和

43
年
生
）
が
主
催
し
、
今
年
で
４
回
目
の
開

催
と
な
り
ま
す
。

卒
業
生
の
関
係
者
や
消
防
士
な
ど
総
勢
約

30
人
が
参
加
し
、
ま
た
２
０
０
８
年
北
京
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
車
い
す
マ
ラ
ソ
ン
で
銀
メ
ダ

ル
を
獲
得
し
た
上う
え

与よ

那な

原ば
る

寛ひ
ろ

和か
ず

さ
ん
（
沖
縄

市
）
も
出
場
し
、
被
災
地
に
向
け
て
エ
ー
ル

を
送
り
ま
し
た
。

教
育
実
践
グ
ラ
ン
プ
リ

第
７
回
ゆ
い
ゆ
い
ウ
ォ
ー
ク

県
視
覚
障
碍
者
音
楽
発
表
会

勝
連
城
跡
の
魅
力
を
発
信

家
庭・地
域
学
力
向
上
推
進
実
践
報
告
会

ち
ば
り
よ
〜
東
北

　

う
る
ま
市
縦
断
駅
伝
式
典

【左：佐々木千世教諭　右：友寄美奈子教諭】
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【お問い合わせ】総務部　総務課　☎９７３−０６０６

合併10周年記念の冠等の使用について　〜合併10周年記念冠等使用許可事業〜
合併10周年を市民の皆さまと共に祝い、盛り上げるため「うるま市合併１０周年記念」の名称と、ロゴマーク、

キャッチフレーズを使用して市民の皆さまが実施・販売するイベントや商品を募集します。助成金はありません。
〈使用例〉うるま市合併10周年記念○○地区ふるさと祭り　うるま市合併10周年記念□□まんじゅう
〈対　象〉平成27年度中に実施・販売する合併10周年記念にふさわしい事業や商品
　　　　　詳しくは市ホームページをご覧ください。

平成27年４月１日にうるま市は合併
10周年を迎えました !
この記念すべき合併10周年を市民
全体で祝い、喜びを分かち合い、あ
らためて私たちのまちを愛し、誇りに
思う機会として、１年をとおして様々
な記念事業を行い、市民の融和と一
体感を深め、更なる飛躍を目指して
いきます。

※最優秀賞の作品をうるま市合併10周年記念事業に活用いたします。

合併10周年を記念して様々な事業を予定しています。
※主な事業内容は９ページの記念事業一覧を参照ください。
　【コンセプト】

●うるま市合併１０周年を市民全体で祝う事業にしましょう。
●将来を担う子ども達に夢や希望をあたえる事業にしましょう。
●既存の事業・イベント・素材をうまく生かした事業にしましょう。
●市民が主体的に参加する事業にしましょう。

キャッチフレーズ　応募総数31作品の中から最優秀賞１点、優秀賞２点が選ばれました。

ロゴマーク　応募総数１７０作品の中から最優秀賞１点、優秀賞２点が選ばれました。

最優秀賞「あした　もっと好きになる　うるま」村
むら

上
かみ

　雅
まさ

紀
き

さん（石川東恩納）
優 秀 賞「未来を作る大きな輪、うるま市」　　　　　　　　　兼

かね

城
しろ

　虎
とら

之
の

輔
すけ

さん（具志川商業高校）
優 秀 賞「うまんちゅの　夢がはじける　うるまの空に」　　　池

いけ

原
はら

　正
しょう

一
いち

さん　　（赤道）

【作者からの作品説明】
うるま市の市章を対称に

合わせ、ロゴを作ってみま
した。10年目のお誕生日と
いう意味で海の部分はリボ
ンに変更しています。また、
色味については、元気が出
るようなビタミンカラーを
使っています。ロゴを遠く
から見ると、人が手と手を
取り合っている感じがして
ステキだと思います。

最優秀賞　前
まえ

德
とく

　薫
かおる

さん（勝連平安名） 優秀賞　
世
よ か り ょ う

嘉良 敦
あつ

志
し

さん（与那城屋慶名)

優秀賞
木
き

島
じま

　昭
あき

信
のぶ

さん（石川曙）　

うるま市合併10周年を迎えました。
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平成27年度　健康支援課　母子保健事業日程表

乳児健診
（前期・後期２回）
　(対　象）　           (受付時間）
前期(4ヶ月〜6ヶ月)：午後1時〜2時半
後期(9ヶ月〜1歳未満)：午前9時〜10時半

（場　所）　うるみん３F

月　日 曜日
　４月19日 日
　5月10日 日
　6月14日 日
　7月　5日 日
　8月　2日 日
　9月　6日 日
10月　4日 日
11月15日 日
12月　6日 日
　1月24日 日
　2月　7日 日
　3月19日 土

１歳半健診
（対　　象）１歳６ヶ月〜２歳未満
（受付時間）午後１時〜２時
（場　　所）うるみん３Fホール

月　日 曜日

4月
　9日 木
15日 水
24日 金

5月
14日 木
20日 水
29日 金

6月
　4日 木
12日 金
24日 水

7月
　2日 木
　8日 水
17日 金

8月
12日 水
14日 金
１８日 火

９月
　３日 木
　９日 水
１８日 金

１０月
　８日 木
１４日 水
２３日 金

１１月
　５日 木
１１日 水
１８日 水

１２月
　４日 金
１０日 木
１６日 水

１月
１４日 木
２０日 水
２９日 金

２月
　４日 木
１０日 水
１２日 金

３月
１６日 水
１８日 金
２４日 木

３歳児健診
（対　　象）３歳６ヶ月〜４歳未満
（受付時間）午後１時〜２時
（場　　所）うるみん３Fホール

月　日 曜日

４月
１０日 金
１６日 木
２２日 水

５月
１５日 金
２１日 木

６月
　５日 金
１０日 水
２５日 木

７月
　３日 金
　９日 木
１５日 水

８月
　７日 金
１３日 木
１９日 水

９月
　４日 金
１０日 木
１６日 水

１０月
　９日 金
１５日 木
２１日 水

１１月
　６日 金
１２日 木

１２月
１１日 金
１７日 木

１月
１２日 火
１５日 金
２７日 水

２月
　３日 水
　５日 金

３月
１７日 木
２３日 水
２５日 金

２歳児歯科検診
（対　　象）２歳６ヶ月〜３歳未満
（受付時間）午後１時半〜２時半
（場　　所）うるみん３Fホール

月　日 曜日
　4月23日 木
　5月28日 木
　6月11日 木
　7月16日 木
　8月20日 木
　9月17日 木
10月22日 木
11月19日 木
12月15日 火
　1月28日 木
　2月　9日 火
　3月22日 火

離乳食実習
（対　象）１歳未満の乳児を持つ保護者
（時　間）午後１時半〜４時
（場　所）うるみん３F和室・調理室
　　　　※予約制です

月　日 曜日 月　日 曜日
4月28日 火 10月16日 金
5月22日 金 11月13日 金
6月19日 金 12月18日 金
7月24日 金 1月22日 金
8月21日 金 2月16日 火
9月15日 火 3月29日 火

DT集団予防接種
（対　象）小学校６年生
※対象の方にはお知らせします。

（時　間）午後１時〜午後１時45分
（場　所）うるみん３Fホール

月　日 曜日 月　日 曜日
7月22日 水 7月23日 木
7月28日 火 7月29日 水
7月30日 木 8月 5日 水
8月 6日 木

母乳相談
（対象）個別：妊婦・産婦
　　　集団：妊婦・産後6ヵ月までの方

（時間）午前９時〜11時半
（場所）うるみん３F和室

月 曜日 第１
（個別：要予約)

第３
(集団：予約不要)

4月 火 7日 21日
5月 火 休 19日
6月 火 2日 16日
7月 火 7日 21日
8月 火 4日 18日
9月 火 1日 15日

10月 火 6日 20日
11月 火 休 17日
12月 火 1日 15日
1月 火 5日 19日
2月 火 2日 16日
3月 火 1日 15日

【定例健康相談（予約なし）】
※健康に関する相談、乳幼児の身長、体重計測
　などを行っています。
★健康福祉センター　うるみん　３F
　　毎週火曜日午前　9：00 〜 11：00受付
☆第４火曜日は予約制で栄養相談も実施しています。

健康診査（健診）は、病院や
保育園で受けるものと内容が
異なります。
また、予防接種は、学校や
保育所などの集団生活におい
て必要な事です。健診も予防
接種もぜひ受けましょう。

【お問い合わせ先】
うるま市役所　健康支援課
健康福祉センター  うるみん ３F

電話：973-3209
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市
民
課
国
民
年
金
係 

☎
９
７
３
¦
５
４
９
８

ご
存
じ
で
す
か
？「
学
生
納
付
特
例
制
度
」

年
金
だ
よ
り

窓
口
で
の
申
請
に
必
要
な
も
の

・
平
成
27
年
度
有
効
の
学
生
証
（
コ
ピ
ー
可
）、

ま
た
は
在
学
証
明
書

・
認
印
（
本
人
が
署
名
す
る
場
合
は
不
要
）

・
年
金
手
帳

・
前
年
中
に
退
職
さ
れ
て
学
生
に
な
ら
れ
た

方
は
、
雇
用
保
険
被
保
険
者
離
職
者
票
等

（
コ
ピ
ー
可
）

ハ
ガ
キ
形
式
の
申
請
書
で
申
請
す
る
場
合

平
成
26
年
度
に
学
生
納
付
特
例
申
請
が
承

認
さ
れ
た
方
で
、
平
成
27
年
度
も
引
き
続
き

在
学
予
定
の
方
（
日
本
年
金
機
構
が
把
握
し

て
い
る
方
に
限
る
）
に
は
、
ハ
ガ
キ
形
式
の

申
請
書
が
３
月
下
旬
に
送
付
さ
れ
ま
す
。

平
成
26
年
度
と
同
じ
学
校
等
に
在
学
し
て

い
る
方
は
、
こ
の
ハ
ガ
キ
に
必
要
事
項
を
記

入
し
て
ポ
ス
ト
に
投
函
す
る
こ
と
で
、
平
成

27
年
度
の
申
請
が
で
き
ま
す
。

※
学
生
証
、
在
学
証
明
書
の
添
付
は
不
要
で

す
。

４
月
か
ら
平
成
27
年
度
学
生
納
付
特
例
申
請
受
付
開
始
！

※
在
学
す
る
学
校
が
変
わ
っ
た
と
き
や
、
ハ

ガ
キ
が
送
付
さ
れ
な
か
っ
た
場
合
は
、
市

役
所
国
民
年
金
係
窓
口
で
申
請
を
行
っ
て

く
だ
さ
い
。

※
ハ
ガ
キ
は
で
き
る
だ
け
４
月
中
に
返
送
し

て
く
だ
さ
い
。

★
学
生
納
付
特
例
の
承
認
期
間
は
４
月
（
ま

た
は
20
歳
誕
生
月
）
か
ら
翌
年
３
月
ま
で

と
な
り
ま
す
の
で
、
申
請
手
続
き
は
毎
年

必
要
で
す
。

★
卒
業
、
退
学
に
よ
り
学
生
で
な
く
な
っ
た

方
で
、
引
き
続
き
４
月
以
降
の
国
民
年
金

保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
場
合
は
、「
若
年

者
納
付
猶
予
制
度
」や「
保
険
料
免
除
制
度
」

が
あ
り
ま
す
。
国
民
年
金
係
窓
口
へ
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

保
険
料
を
未
納
の
ま
ま
に
し
て
お
く
と
、

不
慮
の
事
故
な
ど
に
よ
り
障
害
が
残
っ
た

り
、
死
亡
し
た
場
合
に
、
障
害
年
金
や
遺
族

年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

な
お
、
学
生
納
付
特
例
が
承
認
さ
れ
た
期

間
は
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
取
る
た
め
に
必

要
な
期
間
に
算
入
さ
れ
ま
す
が
、
年
金
額
に

は
反
映
さ
れ
ま
せ
ん
。
就
職
な
ど
で
、
収
入

が
得
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
場
合
は
、
将
来

受
け
取
る
年
金
を
増
額
す
る
た
め
、
10
年
以

内
で
あ
れ
ば
、
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
の
で

き
る
「
追
納
制
度
」
を
利
用
さ
れ
る
こ
と
を

お
す
す
め
し
ま
す
。

　

追
納
制
度

保
険
料
免
除
や
納
付
猶
予
な
ど
で
承
認
さ

れ
た
期
間
は
、
10
年
以
内
（
例
え
ば
平
成
27

年
４
月
分
は
平
成
37
年
４
月
末
ま
で
）
で
あ

れ
ば
、
あ
と
か
ら
保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と

（
追
納
）
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
保
険
料
の
免
除
や
納
付
猶
予
な
ど

の
承
認
を
受
け
た
年
度
か
ら
起
算
し
て
、
３

年
度
目
以
降
に
保
険
料
を
追
納
す
る
場
合

は
、
当
時
の
保
険
料
額
に
経
過
期
間
に
応
じ

た
加
算
額
が
上
乗
せ
さ
れ
ま
す
。
加
算
額
が

低
く
済
む
よ
う
、
お
早
め
に
追
納
す
る
こ
と

を
お
す
す
め
し
ま
す
。

★
追
納
は
保
険
料
が
高
く
な
る
こ
と
が
あ
っ

て
も
安
く
な
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

学
生
で
あ
っ
て
も
経
済
的
に
余
裕
が
あ
る

場
合
は
、
学
生
納
付
特
例
を
利
用
せ
ず
に

保
険
料
を
納
め
る
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま

す
。国

民
年
金
保
険
料

　
〜
平
成
27
年
４
月
か
ら
〜

　
【
保
険
料
】

　
　
月
額　
１
５
，
５
９
０
円

　
【
老
齢
基
礎
年
金
】
満
額

　
　
月
額　
６
５
，
０
０
８
円

20歳以上の方は、学生で
あっても国民年金に加入しなけれ

ばなりません。
しかし、学生の方は一般的に所得が少ない
ため、本人の所得が一定額（118万円）以下の
場合、国民年金保険料の納付が猶予される
「学生納付特例制度」があります。
申請方法は窓口申請とハガキ形式

の申請の２通りあります。

広報うるま 2015　４月号　　　14



平成２７年度 市役所組織見直しについて
市では、市民サービスの向上と行政運

営の効率化を目指し、組織の見直しをし
ております。それに伴い４月１日から次
の見直しを行いましたのでその概要をお
知らせします。

〜子ども・子育て新制度に向け対策室を統合・新設〜
新制度への対応や総合的な計画・調整を行い、子ども子育て施策の充実を図ります。

〜障がい者基幹相談支援センターを新設〜
地域の相談拠点として総合的な障がい者相談業務を行うセンターを障がい福祉課に設置します。

〜道路・公園などの管理業務を一元化するため維持管理課を統合・新設〜
各課にまたがっていた草刈などの環境美化、維持修繕などの業務を一元化し効率的な運営を行います。

〜開発・景観業務の効率化を図るため開発係を新設〜
都市計画課で行っていた開発・景観・風致・地区計画・特定用途制限地域などの一部業務を建築指導課
へ移管し、建築業務の効率的な運営を行います。

〜市の汚水処理などの総合対策を図るため下水道課を再編〜
合併浄化槽や下水道接続などの将来の窓口一元化を目指すとともに、公共用水域の水質保全と生活環境
の維持・向上を目指します。

【お問い合わせ】総務部行政改革推進室　☎９７３－５４０３

見直し前 見直し後

福　祉　部 子ども・子育て対策室（統合・新設）
対策係（統合・新設）

本 庁 舎

福　祉　部

障がい福祉課
給付係
支援係

障がい福祉課
給付係
支援係
相談係【障がい者基幹相談支援センター】

（分離・新設）

本 庁 舎

建　設　部 維持管理課（統合・新設）
管理係（統合・新設）
業務係（統合・新設）

与那城庁舎

都市計画部

建築指導課
審査係
指導係

建築指導課
審査係
指導係
開発係（分離・新設）

石 川 庁 舎

水　道　部

下水道課
業務係
工事係
排水設備係
管理係

下水道課
業務係
工事係
排水管理係（統合）
計画係（新設）

水 道 庁 舎
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※講座の内容等、変更する場合があります。
　詳細については広報でお知らせ致しますのでご確認下さい。

石
川
地
区
公
民
館　
☎
９
６
４
｜
３
４
３
３

勝
連
地
区
公
民
館　
☎
９
７
８
｜
７
１
９
４

与
那
城
地
区
公
民
館　
☎
９
７
８
｜
６
８
３
６

う
る
ま
市
立

公民館講座のご案内

【お問い合わせ・申込先】 勝連地区公民館 ☎978-7194

※各講座とも、定員を超えた場合は抽選となります。
※日程、内容など変更する場合もございます。ご了承ください。
※受講料は無料ですが、講座によっては教材費を徴収する場合があ

ります。お申込み時にご確認ください。

受講生
募集!!
男性も大歓迎

!！

もしも、楽器が弾けたなら！

　〜初めての琉球かれん〜

【日時】５月１５日（金） ～ ６月１２日（金）
午前１０時 ～ 正午
毎週金曜日（全５回）

【場所】勝連地区公民館
【講師】知

ち

念
ねん

　利
り

恵
え

子
こ

 氏
【定員】１２名
【受付期間】 ４月２０日（月） ～ ４月２７日（月）

◆ ◆ ◆平成27年度　うるま市立公民館講座　開講予定一覧 ◆ ◆ ◆

担　当
公民館 講 座 名 内　　容 開催月 担　当

公民館 講 座 名 内　　容 開催月

石
川
地
区
公
民
館

エアロビクス
リズムに乗りながら有酸
素運動とセルフケア

6月

勝
連
地
区
公
民
館

もしも、楽器が
弾けたなら！
初めての琉球かれん

沖縄生まれの和音弦の音色が
やさしい癒しの楽器。音符が分
からなくてもすぐ弾けます

5月

みぢかな琉球料理
＆お菓子

琉球料理の歴史・文化と
琉球菓子（講義・実習）

6月
親子ロボット教室・
クレイアニメ

「ＩＴっておもしろい！」「もの
づくりって楽しい！」を親子
で体験しよう♪

6月

基礎から学ぼう！
琉舞「かぎやで風」

琉球舞踊に親しむ 6月 パソコン講座 初心者向けのパソコン講座 ６月

ビーズアクセサリー アクセサリーを自作する 7月
モデルロケットを
飛ばそう！

実際に火薬を使って飛ばし、
科学検証を体験する

7月

樹脂粘土講座 フォトフレーム作り 8月
子育て講演会
～教えないで
育てることの大切さ～

教えてもらうことになれた
子どもたち。それでいいの？
自律へのヒントがここにある！

8月

親子体験講座
消防体験、水処理場見学、
茶道体験

8月
見て・触れる
マーラン船体験

復元されたマーラン船。船
を見ながら先人の知恵を学
ぼう

未定

じんぶん塾
生活のトラブル、悩みを
解消。平安に暮らす知識
を学ぶ

9月
女子力ＵＰ!
ジェルネイル講座

大人もまはる⁉
自分で出来るジェルネイル
とセルフケア

9月

知りたい！闘牛
初心者向け！
うるま市伝統「闘牛」を
学ぶ

10月 グリーンスムージー
おいしい魔法のようなドリ
ンクで、体の中からきれいに！

9月

アメリカンフラワー クリスマスフラワー作り 11月
大人の
ストリートダンス

初めてのストリートダンスを
楽しもう！

10月

美しい着付けを学ぼう
あなたにも美しい着付け
ができます

11月 グラスアート
あこがれのステンドグラス
の雰囲気をそのままに、より
簡単に楽しみませんか♪

10月

与
那
城
地
区
公
民
館

美姿勢
健康に過ごす術を学ぶ
健康体操

7月 おもろさうし
「おもろさうし」を詠み謡い
市の歌碑めぐりをとおして
琉球の歴史、文化を学ぶ

11月

絵本から飛び出した
おやつ作り

絵本から広がる
親子クッキング♪楽しい
が「おいしい」に！

8月 パソコン講座
初心者向けのパソコン講座

（物づくり編）
11月

麗しき琉歌を学ぼう
〝沖縄の心〟にふれる
歌碑めぐり

9月

童謡・唱歌 心に響く名曲、大合唱 10月

バラのある暮らし
香しい魅力的なバラ、育
てる知識と実践を学ぶ

11月

今年度の新しい講座です。

皆様のご応募を

　　　お待ちしてます。

ごあんない

＊＊＊うるま市出前講座＊＊＊
平成27年度は5月からスタート予定！

デイサービスや子ども会、
研修会で利用してみませんか？
出前講座とは、うるま市の行政職員が持つ、各部

署の専門知識について、依頼のあった市民の元に出
向いて説明を行うことです。10名以上の団体から
申込は可能で、講座メニューより選択する方法です。
詳細はうるま市生涯学習振興課にお問い合わせにな
るか、ホームページをご覧下さい。

【問合せ先】生涯学習振興課　☎９７８−２２２７
ホームページ　http://www.city.uruma.lg.jp/7/6481.html
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中央図書館　☎098-974-1112
石川図書館　☎098-964-5166
勝連図書館　☎098-978-4321

今月のおすすめ資料
図書館では、毎月テーマ別に特集を組んでたくさんの資料を

展示・紹介しています（おすすめ資料）。

★ 今月のテーマ ★

中央館　いつか行きたい、絶景（一般）
　　　　友だちだいすき！（児童）

石川館　うるま市合併10周年！（一般）
　　　　昔ばなし　しってる？（児童）

勝連館　と・も・だ・ち
☆館内利用者用コンピュータ端末及びホームページからご覧になれます。

行事案内（４月中旬〜５月初旬）
行　事 日　時 サークル名等

中
　
央

おはなし会 ５月９日（土）
午後３時〜 図書館スタッフ

あかちゃんのための
おはなし会

４月１６日（木）
午前１１時〜 すだち

おはなしの部屋 ４月２５日（土）
午前１０時３０分〜 ちゅうりっぷ

石
川 おはなしワールド ４月１８日（土）

午前１０時３０分〜 ピピの会

勝
連 おはなし会 毎週金曜日

午前１０時３０分〜 ラビット

☆借りた資料は、中央館・石川館・勝連館、どの図書館でも返却できます。
☆図書館にない本は、リクエストすることができます。

国立国会図書館がデジタル化した資料のうち、絶版等
の理由で入手困難な約130万点の
資料（図書・雑誌・博士論文・古
典籍）を、うるま市立図書館のデ
ジタル閲覧端末から閲覧すること
が４月１日（水）より、可能になり
ました。どうぞご利用下さい。

☆利用資格／図書館利用カードをお持ちの方（本人）
☆利用方法／カウンターにてお申込み下さい
☆利用時間／ 60分（インターネット利用に準ずる）

〇こどもの読書週間行事
☆「布絵本・しかけ絵本の展示」
　布絵本製作者：子どもの本研究会　仲宗根祥子氏
　期　間：４月２４日（金）〜５月１７日（日）
　場　所：中央図書館
☆「トモコさんの楽しいおはなし会」
　講　師：トモコパペットクラブの日髙智子氏
　日　時：５月９日（土）午前１０時３０分〜
　場　所：勝連地区公民館（研修室）

うるま市立図書館ホームページhttp://www.library.city.uruma.lg.jp/

としょかんだより

『症状別みんなのストレッチ』
宮
みや

地
ち

　元
もと

彦
ひこ

　著 ／ 小学館

改善したい症状別に自分に合ったストレッチを選べる！見開
き１ページにひとつのポーズを写真で掲載し、動きの説明や効
果がある症状と理由などを詳しく解説。

『硬い体が驚くほどやわらかくなるストレッチ』
原
はら

　幸
ゆき

夫
お

　監修 ／ 日東書院本社

膝の痛みや腰痛、肩こりなどの予防に効果がある体の硬い
部分がほぐれるストレッチを、簡単なテクニックと、豊富な写
真でわかりやすく説明。

『大人のタオルストレッチ』
野
の

口
ぐち

　克
かつ

彦
ひこ

　監修 ／ 主婦の友社

腰・肩・ヒザの痛みにサヨナラ!タオル１本でだれでも無理な
く続けられ、痛みや不快感を解消できる手軽なストレッチの
方法を紹介。

体をゆっくり伸ばすことで、血流が良くなりケガや老化
予防、リラックスなど様々な効果が期待できます。今回は、
ストレッチの方法が載っている本を紹介します。

・４月２３日（木）　館内整理日
・４月２９日（水）　昭和の日・毎週月曜日

図 書 館 休 館 日

●市外利用者（うるま市に通勤・通学されている）みなさまは、年
度はじめに利用カードの更新が必要です。

来館時にカウンターで、お持ちの利用カードと必要な書類を
提示し、更新手続きを行ってください。

更新手続きに必要な書類
★図書館利用カード
★現住所が確認できるもの（運転免許証・保険証など）
★図書館指定の在勤（在学）証明書（図書館ホームページからダウ

ンロード可）

ブックイズの答え：②オレンジ

今回は、絵本のクイズを出すよ。３つの中から
答えを選んでね。答えを探しに図書館にきてね!

【問題】『はらぺこあおむし』（エリック・カール作／偕成社）であお
むしが金曜日に食べたものは？
①りんご　　②オレンジ　　③チョコレートケーキ 

ブックイズ！？

「国立国会図書館デジタル化資料」
の閲覧について

●４月２３日〜５月１２日
　「こどもの読書週間」
　2015年・第57回標語
　「本は　キラキラ　万華鏡」

（一般書）所蔵館 　中央

（一般書）所蔵館 　中央

（一般書）所蔵館 　中央

ストレッチで健康になろう！
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消防からのお知らせ
防火対象物には、火災予防のため防火

管理者の選任が必要です

【防火管理者が必要な建物】
①火災発生時に自力で避難することが著しく困難な者

が入所する社会福祉施設等がある建物は、収容人
員が10人以上のものが該当します。

②劇場・飲食店・店舗・ホテル・病院など不特定多数
の人が出入りする建物は収容人数が３０人以上のもの

（①を除く）が該当します。
③共同住宅・学校・工場・倉庫・事務所などの建物は

収容人数が５０人以上のものが該当します。

【防火管理者制度】
一定規模以上（上記①②③）の建物では、防火管

理の実施が消防法第８条で義務づけられています。
消防法で定められている内容を要約すると、「多数

の者を収容する建物の管理について権原を有する者
は、一定の資格を有する者から防火管理者を定め、防
火管理を実行するために必要な事項を「防火管理に係
る消防計画」として作成させ、この計画に基づいて防
火管理上必要な業務を行わせなければならない。」と
なります。

また、防火管理者を選任していない場合または防火
管理業務を適正に実施していない場合には、消防法違
反となり、処分を受けることがあります。

【防火管理者とその業務】
防火管理者は次のような業務を確実に行わなければ

なりません。
○「防火管理に係る消防計画」の作成　
○火災、地震、その他災害が発生した場合における消

火、通報及び避難訓練の実施　　
○消防用設備の点検・整備　　
○火気の使用または取扱いに関する監督　　
○避難または防火管理上必要な構造及び設備の維持

管理　　
○収容人数の整理　　
○その他防火管理上必要な業務

【お問い合わせ】うるま市　消防本部　予防課　☎９７５−２１１９

火災が頻発しています！

市内では、今年の１月から２月までの２か月間で火災
が17件発生しました。これは例年の火災件数の３分の
１にあたります。

特に焼畑などからの失火や子どもの火遊び、コンロの
消し忘れによる火災が多く発生しています。

アパートや住宅の場合は、就寝中に発生すると逃げ遅
れに繋がる恐れもあり注意が必要です。

市民の皆様におかれましては、火の取り扱いには十分
注意していただき、住宅用火災警報器や住宅用消火器の
設置をお願いいたします。
※住宅用火災警報器は全ての住宅に設置が義務となって

います。

住宅用火災警報器
の取替えについて
平成18年から新築の住宅で
は住宅用火災警報器が設置
義務となり、まもなく10年
を迎え、そろそろ取替えの
時期が迫ってきています。
みなさまのご家庭は大丈夫
ですか？

取替えが必要か見分けるテスト方法
・本体のボタンを押すかヒモを引く
　　メッセージ、又は警報音が流れる　　　正常
　　音が鳴らない　　   故障か電池切れの可能性
☆住宅用火災警報器は10年で取り替えましょう！

危険物取扱者試験

【試験日】平成27年６月７日（日）
【試験の種類】甲種、乙種（第１類〜第６類）、丙種
【願書受付期間】４月17日（金）〜４月２４日（金）
【願書配布先】消防本部、具志川消防署、石川消防署、

与勝消防署、平安座出張所　　　
【お問合せ先】 （財）消防試験研究センター沖縄県支部

〒900-0029
那覇市旭町116-37　自治会館6階
☎０９８−９４１−５２０１

ホームページ：http://www.shoubo-shiken.or.jp
※電子申請できます。詳細はホームページをご覧下さい。
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こども医療費助成のお知らせ

認可外保育施設を設置した場合、設置した日から1ヶ月以内に県
知事へ届出るよう義務づけられています。

こどもの医療費の一部を負担することにより、こどもの疾病の早期発見と早期治療を促進し、保健の向上と健全
な発育に寄与することを目的としています。

助成を受けるためには、児童家庭課にて受給資格者証の交付申請手続きが必要となります。

※３歳児の外来については、一ヶ月につき一つの医療機関と、同医療機関から処方された薬局調剤分を合算して
1,000円を超えた額を助成する事となります。

※ 健診・予防接種・診断書料・くすりの容器代など保険適用外の自費分は払い戻しの対象外です。
※自己負担額が21,000円を超える場合は、児童家庭課窓口にて手続きを行っていただく場合や、支給が遅れる場合

があります。
助成方法について

県内の各医療機関での受診の際に、こども医療費助成金受給資格者証を提示し、医療費を支払うと、診療月の翌々
月の末日に指定された口座へ助成金が振り込まれる「自動償還方式」となっております。自動償還方式を導入して
いない医療機関（沖縄県立中部病院など）での受診分については、児童家庭課にて 診療月の翌月以降1年以内に 領収
書の申請が必要です。
※助成の対象者には要件があります。また、助成の対象外となる費用もありますので、申請や詳細につきましては、児童

家庭課までお問い合わせ下さい。
【連絡先】児童家庭課　☎９７３−４９８３

診　療　区　分 助　成　対　象　年　齢

外　　来 出生から４歳に達する日(誕生日の前日)の属する月の末日まで

入　　院 出生から中学校卒業(15歳の誕生日前日以後最初の３月３１日)まで

認可外保育施設とは、保育を
行うことを目的に設置する施設
で、県知事の認可が必要な認可
保育所以外の施設の総称です。
届出を怠ったり、虚偽の届出をし
たときは、過料が課せられる場
合があります。届出がまだの事
業者はお早めに届け出てくださ
い。県知事への届出対象施設・
届出対象外施設は下記のとおり
です。詳しくは沖縄県のホーム
ページで案内しております。　

【対象】うるま市内で認可外保
育施設を運営する者

【申請方法】
保育課備え付けの申請書を提出
■設置届けの提出先　
　うるま市役所　保育課　
■問い合わせ
　沖縄県こども生活福祉部　
　子育て支援課 ☎866−2457
　うるま市役所　福祉部 保育課
　☎973−5427

■届出対象施設・届出対象外施設

施設種別 届出対象施設 届出対象外施設

以下のどの施設にも該当しない保育施設 乳幼児が6人以上の施設 乳幼児が５人以下の施設
ベビーホテル
次の条件のうち、どれか一つでも該当する
施設
●夜8時以降の保育を行っている
●宿泊を伴う保育を行っている
●利用児童のうち一時預かりの乳幼児が

半数以上

乳幼児が6人以上の施設 乳幼児が５人以下の施設

事業所内保育施設
企業や病院などにおいて,その従業員
の乳幼児を対象とする施設

従業員の乳幼児以外に
乳幼児を6人以上預か
る施設

従業員の乳幼児以外
の乳幼児が５人以下の
施設

店舗などにおいて顧客の乳幼児を対
象にした一時預かり施設

（例）自動車教習所・スポーツ施設など

顧客の乳幼児以外の
乳幼児を6人以上預か
る施設

顧客の乳幼児以外の
乳幼児が５人以下の施
設

臨時に設置された施設
（例）イベントなどでの一時預かり施設

6ヶ月を越えて設置され
る施設

6ヶ月を限度に設置され
る施設

親族間の預かり合い
（設置者の４親等内の親族を対象）

親族の乳幼児以外に乳幼
児を6人以上預かる場合

親族の乳幼児以外の乳
幼児が５人以下の場合

※乳幼児の数については、一時預かり児童を含めます。
※約款やパンフレットなどで確認できない場合や、今後6人以上の受入を予定している場合も届

出対象になります。
（沖縄県ＨＰより）

助成を受けることができる年齢
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お問い合わせ：うるま市役所　国民健康保険課 保険証/高額医療に関するお問い合わせ… ………☎973-3202
特定健診に関するお問い合わせ……………………☎973-3177

国民健康保険加入者の方へ
特定健診はもうお済ですか？

・保険証の色がコスモス色から空色に変わります！
・保険証の有効期限をご確認ください！

有効期限が年度途中で切れている方は、75歳到達によ
り、国民健康保険から後期高齢者医療制度へ移行する
方です。

・70歳から74歳までの方に高齢受給者証の記載がありま
す。（対象でない方は空白となります。）

・40歳から74歳までの方を対象にした特定健診受診券が
一体となっています。（対象でない方は「対象外」と印
字されています。）特定健診を受けた日は、特定健診受
診日記入欄を健診を受けた医療機関で記入してもらい
ましょう。

・特定健診受診券は保健証と一体型になっているため、
健診会場での再発行はできません。健診を受ける際は、
保健証のご持参をお忘れならないようにお気を付けく
ださい。

国民健康保険被保険者証兼高齢受給者証
保険証見本

新しい保険証について

けんこうくん あんしんちゃん

★特定健診とは？
正式名称は特定健康診査となっていますが、略して特定健診と呼ばれています。基本的な検査内容は生活習慣病

予防に重点を置いた①診察、②血液検査、③尿検査です。この検査は生活習慣病の予防や早期発見・早期治療に役
立ちます。

★特定健診のお得なポイント
１．40歳〜74歳以下の国民健康保険加入者は特定健康診査料が年1回は無料です。参考として、実費で受けると6,200

円以上かかります。
　　※人間ドックや脳ドックは一部自己負担があります。
２．保健師や管理栄養士等が特定健診の結果をもとに無料で特定保健指導を行います。保健指導では自分の健康状

態が把握できるよう、健診結果を分かりやすく説明し、生活習慣改善のための取組みを継続して行えるようサ
ポートします。

３．特定健診の結果、生活習慣の改善が必要な方のために運動教室や栄養教室も実施しています。また、国民健康
保険課には看護師や運動指導者もいますので生活習慣改善についてお気軽にご相談ください。

★特定健診を受診する際に必要なものは？
保険証1枚で受診できます。
これまでは被保険者証に加えて特定健診受診券が必要でした。しかし平成27年度からは、被保険者証と特定健診

受診券が一体となっているため被保険者証1枚で受診が可能です。

★平成27年4月以降に75歳に到達する方へ
平成27年4月1日〜平成28年3月31日までに75歳となる方については、特定健診受診券の受診期間（有効期限）

が誕生日の前日となっておりますのでご注意ください。誕生日当日以降は長寿健診受診券が必要となります。

〜平成27年度から保険証と特定検診受診券が一体型となります ! 〜
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月
）

　
　
　

※
土
・
日
曜
日
及
び
祝
祭
日
を
除
く

　
　
　
　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

　
　
　
　
（
正
午
〜
午
後
１
時
を
除
く
）

【
縦
覧
場
所
】
資
産
税
課（
本
庁
舎
２
階
）

【
縦
覧
者
】
市
内
に
土
地
・
家
屋
を
有
す
る

固
定
資
産
税
の
納
税
者（
納
税
管
理
人
も
含

む
）、
又
は
そ
の
代
理
人（
委
任
状
が
必
要
）

※
縦
覧
者
は
印
鑑
及
び
本
人
確
認
の
た
め
の

納
税
通
知
書
、
運
転
免
許
証
等
が
必
要
で

す
。
な
お
、
納
税
通
知
書
が
５
月
14
日
ま

で
に
届
い
て
い
な
い
方
は
、
資
産
税
課
ま

で
ご
連
絡
下
さ
い
。

②
平
成
27
年
度
固
定
資
産
税
第
１
期
の

納
期
が
変
わ
り
ま
す

固
定
資
産
の
評
価
替
の
た
め
、
平
成
27
年

度
の
固
定
資
産
税
の
納
税
通
知
書
は
、
５
月

１
日（
金
）の
発
送（
例
年
は
４
月
１
日
）と
な

り
ま
す
。
そ
れ
に
伴
い
第
１
期
の
納
期
限
が

６
月
１
日（
月
）に
変
更
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
各
期
の
納
付
期
限
は
次
の
と
お
り

で
す
。

第
１
期　

平
成
27
年
６
月
１
日（
月
）迄

第
２
期　

平
成
27
年
７
月
31
日（
金
）迄

第
３
期　

平
成
27
年
12
月
25
日（
金
）迄

第
４
期　

平
成
28
年
２
月
29
日（
月
）迄

③
家
屋
を
取
り
壊
し
た
時
の
届
け
出
に
つ
い
て

家
屋
の
全
部
ま
た
は
一
部
を
取
り
壊
し
た

時
は
、
資
産
税
課
へ「
家
屋
滅
失
届
出
」を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。
地
方
税
法
の
規
定
に
よ

り
賦
課
期
日（
毎
年
１
月
１
日
）が
定
め
れ
て

お
り
、
家
屋
を
取
り
壊
し
て
も
届
け
出
が
無

い
場
合
は
、
翌
年
度
以
降
も
引
き
続
き
固
定

資
産
税
が
課
税
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、早
め
の
届
け
出
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
届
け
出
の
様
式
に
つ
い
て
は
資
産

税
課
窓
口
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
か
ら
の

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
に
よ
り
入
手
で
き
ま
す
。

※
う
る
ま
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
→
各
課
の
案
内

→
資
産
税
課
→
固
定
資
産
税
に
つ
い
て
→
家

屋
の
各
種
手
続
き
に
つ
い
て
→
滅
失
届
書

【
お
問
い
合
わ
せ
】
資
産
税
課

☎
９
７
３
ー
５
３
９
４

【お問い合わせ】うるま市役所石川庁舎　都市計画課（うるま市石川石崎一丁目１番）
　　　　　　　　☎９６５−５６２０　FAX９６５−３５６５　メールアドレス　tokei-ka@city.uruma.lg.jp

特定用途制限地域の変更（案）の縦覧及び意見募集
特定用途制限地域の指定を予定している与那城地域全域と既に指定さ
れている石川・具志川・勝連地域における変更について、住民及び利
害関係人に周知しその意見を反映させるため、変更する理由を添えて
公衆の縦覧に供するとともに意見を募集いたします。
※特定用途制限地域とは用途未指定地域において、良好な環境に支障を

与える（又は、与える恐れのある）建築物等の用途を制限する地域です。
※制限内容の詳細は、都市計画課または市ホームページでご確認ください。

【縦覧期間】  4月17日（金）〜 5月1日（金）【対象】住民及び利害関係人
【縦覧時間】午前8時30分〜午後5時15分(土,日,祝日を除く）
【縦覧場所】うるま市役所都市計画課(うるま市石川石崎一丁目１番)
【対 象 者】住民及び利害関係人

〜住民説明会を開催します〜
上記の変更について市民の皆様の意見を聴取するため、次のとおり

説明会を開催します。
●与那城地域の指定について

4月10日（金）午後7時〜　上原公民館（与那城上原79番地）
4月13日（月）午後7時〜　与那城庁舎　3階　第二会議室　
※両日とも同じ内容です。都合の良い日にご参加下さい。

●石川地域の変更について
4月14日（火）午後7時〜　石川保健相談センター２階ホール

●具志川地域、勝連地域の変更について
4月15日（水）午後7時〜　健康福祉センターうるみん3階視聴覚室

都市計画決定案の縦覧について
勝連南風原地区における都市計画決定

（景観地区の指定）の案について、住民及
び利害関係人に周知することを目的に、
理由を添えて公衆の縦覧に供するととも
に意見を募集いたします。
※案の詳細については、都市計画課また

は市ホームページでご確認ください。
【縦覧期間】４月13日（月）〜 27日（月）
【縦覧時間】午前8時30分〜午後5時15分
　　　　　　(土、日、祝日を除く）

【縦覧場所】都市計画課
（うるま市石川石崎一丁目1番）
南風原公民館

（うるま市勝連南風原255番地）
【対 象 者】住民及び利害関係人
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市
民
税
課	

☎
９
７
３
︱
５
３
８
２

障
が
い
者
等
に
対
す
る
軽
自
動
車
税
の

減
免
に
つ
い
て

身
体
・
知
的
・
精
神
障
が
い
等
を
お
持
ち

で
軽
自
動
車
を
所
有
し
て
い
る
方
や
、
生
計

を
同
じ
く
す
る
方
が
障
が
い
を
お
持
ち
で
そ

の
方
の
た
め
に
使
用
す
る
軽
自
動
車
を
所
有

し
て
い
る
場
合
、
一
定
の
要
件
に
該
当
す
れ

ば
そ
の
軽
自
動
車
に
か
か
る
税
金
を
免
除
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
該
当
の
有
無
、
必
要

書
類
の
確
認
が
必
要
に
な
り
ま
す
の
で
詳
細

は
市
民
税
課
の
窓
口
ま
た
は
お
電
話
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
受
付
期
間
】
５
月
７
日（
木
）〜
29
日（
金
）

（
た
だ
し
、
土
日
は
除
く
）

農
政
課	

☎
９
６
５
︱
５
６
２
４

①
牛・豚・山
羊
を
飼
養
さ
れ
て
い
る
方
へ

韓
国
、
そ
の
他
の
東
ア
ジ
ア
諸
国
に
お
い

て
口
蹄
疫
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
日
本
に
も

口
蹄
疫
が
侵
入
す
る
可
能
性
が
高
ま
っ
て
い

ま
す
の
で
、
発
生
予
防
の
徹
底
を
お
願
い
し

ま
す
。

○
関
係
者
以
外
の
立
入
禁
止

○
消
毒
の
励
行

○
発
生
国
へ
の
渡
航
を
控
え
る

○
発
生
国
か
ら
の
郵
便
物
等
は
農
場
へ
持
ち

込
ま
な
い

○
農
場
へ
出
入
り
し
た
人
や
車
の
記
録
を
し

て
保
存

疑
わ
し
い
症
状
が
み
ら
れ
た
ら
、
中
央
家

畜
保
健
衛
生
所
ま
で
連
絡
し
て
下
さ
い
。

中
央
家
畜
保
健
衛
生
所
☎
９
４
５
ー
２
２
９
７

②
や
ま
い
も
大
物
勝
負
！

　

ギ
ネ
ス
に
挑
戦
し
ま
せ
ん
か
。

昭
和
20
年
代
、
旧
石
川
市
で
始
ま
っ
た

や
ま
い
も
勝
負
。
そ
こ
か
ら
県
内
各
地
に

広
が
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
う
る
ま

市
制
10
周
年
の
節
目
に
、
生
涯
学
習
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル（
平
成
28
年
２
月
開
催
）に
お
い
て

『
や
ま
い
も
大
物
勝
負
』
を
開
催
す
る
と
と
も

に
ギ
ネ
ス
認
定
に
挑
戦
し
ま
す
！
従
来
の
や

ま
い
も
勝
負（
総
重
量
勝
負
）で
は
な
く
、
ひ

と
つ
の
実
の
重
さ
を
競
う
大
物
勝
負
で
す
。

や
ま
い
も
を
！
う
る
ま
市
を
！　

世
界
へ

４
月
か
ら
５
月
は
や
ま
い
も
の
植
付
時
期

で
す
。

市
民
で
あ
れ
ば
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま

す
の
で
、
大
き
な
や
ま
い
も
を
作
っ
て
、
ギ

ネ
ス
へ
挑
戦
し
て
み
ま
せ
ん
か
！

※
出
品
申
込
み
は
平
成
28
年
１
月
頃
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
】
農
政
課　
　
　
　

☎
９
６
５
ー
５
６
２
４

【もずくのたれ】

勝連漁業協同組合
（勝連平敷屋3821-18）
☎098-983-0003

【黄金芋のきんつば】

hinatacafe
（田場274-1）
☎098-989-3896

【島 ネ ロ】

島ネロ研究所
（赤野1013-4）
☎098-963-5511

【にんじん麺】

ガーデンクレス
（上江州687-4）
☎098-974-9000

平成26年度 うるま市商品開発プロモーション事業
一括交付金を活用し、特産品等を使用した新商品の開発及び特産品等の魅力を
高めるためのブラッシュアップ商品が開発されました。他にもうるま市には特
産品を使用した魅力ある商品等が数多くありますので、この機会に市内のお店を
巡ってみてはどうでしょうか。

商工観光課
☎９６５−５６３４
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i n f o r m a t i o n

＊＊
＊＊＊

＊

環
境
課	

☎
９
７
３
︱
５
５
９
４

平
成
27
年
度
合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
補

助
金
に
つ
い
て

水
質
汚
濁
防
止
対
策
と
し
て
有
効
な
合
併

処
理
浄
化
槽
設
置
費
用
に
対
す
る
補
助
事
業

を
行
っ
て
い
ま
す
。

【
対
象
地
域
】
公
共
下
水
道
の
整
備
計
画
が

当
分
の
間（
概
ね
７
年
以
上
）見
込
ま
れ
な
い

地
域

【
対
象
数
】
８
基(

５
人
槽)

【
補
助
限
度
額
】３
３
２
，０
０
０
円(
５
人
槽)

【
申
込
期
限
】
４
月
１
日
〜
５
月
29
日

保
育
課	

☎
９
７
３
︱
５
４
２
７

う
る
ま
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ

ン
タ
ー
の
窓
口
が
変
更
に
な
り
ま
す
。

平
成
27
年
４
月
よ
り
う
る
ま
市
フ
ァ
ミ

リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
の
窓
口
が

み
ど
り
町
児
童
館
内（
う
る
ま
市
み
ど
り
町

６
ー
９
ー
１
）か
ら
、
う
る
ま
市
本
庁
舎
２

階
保
育
課
内（
う
る
ま
市
み
ど
り
町
１
ー

１
ー
１
）へ
変
更
に
な
り
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
】
保
育
課（
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
）☎
９
７
３
ー
５
７
６
１

健
康
支
援
課	

☎
９
７
３
︱
３
２
０
９

み
ん
な
の
健
康
支
え
隊
市
民
講
座

『
春
だ
か
ら
ぐ
っ
す
り
眠
り
た
い

快
適
な
睡
眠
、
す
て
き
な
人
生
』

４
月
は
環
境
が
大
き
く
変
わ
り
ス
ト
レ
ス

が
重
な
り
や
す
い
時
期
で
す
。
快
適
な
睡
眠

の
取
り
方
を
専
門
医
か
ら
学
び
、
こ
こ
ろ
と

体
の
元
気
を
保
ち
ま
し
ょ
う
！

【
と
き
】
４
月
15
日（
水
）午
後
７
時
〜
９
時

【
と
こ
ろ
】
う
る
ま
市
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

う
る
み
ん
3
階
ホ
ー
ル

【
対
象
】
市
民
お
よ
び
在
勤
者

【
定
員
】
60
名　
【
入
場
料
】
無
料

【
申
込
方
法
】
健
康
支
援
課
窓
口
ま
た
は
お

電
話
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

【
申
込
期
限
】
４
月
14
日

【
講
師
】

　

と
く
だ
心
療
内
科
院
長　

　

徳と
く

田だ 

毅つ
よ
し
　

先
生

沖
縄
県
立
石
川
青
少
年
の
家

	

☎
９
６
４
︱
３
２
６
３

「
ス
プ
リ
ン
グ
キ
ャ
ン
プ
」参
加
者
募
集

ド
ン
グ
リ
工
作
、
ピ
ザ
釜
で
の
ピ
ザ
づ
く

り
、
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
、
ボ
ン
フ
ァ
イ

ヤ
ー
、
石
川
岳
登
山
な
ど

【
と
き
】
４
月
25
日（
土
）〜
26
日（
日
）

【
と
こ
ろ
】
県
立
石
川
青
少
年
の
家

【
対
象
・
定
員
】
小
学
生
以
上
の
家
族
16
組

【
参
加
費
用
】
２
，
０
０
０
円
／
１
人

【
申
込
方
法
】
県
立
石
川
青
少
年
の
家
に
直

接
電
話
に
て
お
申
込
下
さ
い
。

【
申
込
期
間
】
４
月
14
日（
火
）〜
22
日（
水
）

【
持
ち
物
】
詳
細
は
、
申
込
時
に
お
尋
ね
下

さ
い
。

地域活動支援助成事業募集 4月１日(水) 〜 5月８日(金)
うるま市では、地域が主役のまちづくり、協働のまちづくりに向けた市民の意識の高揚と市民参画を図

ることを目的とした「うるま市地域活動支援助成事業」を実施し、うるま市において自治会やNPO、ボラ
ンティア団体などが実施する主体的、公益的な地域活動を支援しています。

みなさんの地域がこんな風になったらいいなぁ〜という思いを実現するために問題や課題に取り組むた
め、地域のみなさん（団体）で行う事業であれば、事業内容は自由です。

助成額：上限20万円 （20万円以下の事業でも申請可能です。）

地域活動団体の要件は･･･

①主たる活動の場がうるま市にある団体
②３人以上が、市内に在住する成人で構成される団体
③会則等が整備され、会計面を含めた運営等が適

正に行われている団体
④前年度において本助成事業の助成を受けていない団体

対象となる事業は･･･

①地域課題の解決を図る事業
②地域コミュニティの活性化に資する事業
③地域や市の特徴を生かし、その魅力を高める事業
④その他市長が適当と認めた事業。
　※詳細は、要綱・要領をご確認ください

要綱・要領・様式等は本庁企画課、各支所市民課窓口で配布するほか、うるま市HPからもダウンロード可能です。

★平成26年度活動報告会を開催します★
開催日時：平成2７年4月1１日（土）　10時〜 12時
場　　所：健康福祉センターうるみん1階ホール

活動報告会終了後、申請書の書き方について簡単な説明会を行います。

助成金に関するお問合せは
企画部企画課 TEL：098-973-5005
　　　　　　 Mail：kikaku-ka@city.uruma.lg.jp
ホームページは

「うるま市役所→各課の案内→企画課→トピックス→地
域活動支援助成事業募集のお知らせ」 をご覧ください。
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学
校
給
食
セ
ン
タ
ー	

☎
９
７
３
︱
１
１
１
１

給
食
セ
ン
タ
ー
へ
野
菜
を
納
品
し
ま
せ
ん
か

給
食
セ
ン
タ
ー
で
は
、
生
産
農
家
の
方
々

と
連
携
を
取
り
、
市
内
で
取
れ
る
農
作
物

を
学
校
給
食
で
使
用
す
る
取
り
組
み
を
進
め

て
い
ま
す
。
地
産
地
消
は
、
生
産
者
の
顔
が

見
え
、
思
い
を
感
じ
る
こ
と
で
、
よ
く
味
わ

い
、
心
か
ら
「
い
た
だ
き
ま
す
」
と
い
う
気

持
ち
に
さ
せ
て
く
れ
る
と
思
い
ま
す
。
学
校

給
食
を
通
し
て
、
地
域
の
温
か
さ
を
感
じ
、

地
域
を
愛
す
る
子
供
た
ち
に
育
っ
て
ほ
し
い

と
願
っ
て
い
ま
す
。

説
明
会
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
生

産
農
家
さ
ん
の
ご
参
加
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

【
と
き
】
４
月
28
日（
火
）　

午
後
１
時
30
分

【
と
こ
ろ
】
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

（
第
１
調
理
場
２
Ｆ
）

【
対
象
】
市
内
生
産
農
家

【
申
込
方
法
】
電
話
に
て
受
付

【
申
込
期
限
】
４
月
24
日（
金
）　

午
後
５
時

障
が
い
福
祉
課	

☎
９
７
３
︱
５
４
５
２

手
話
奉
仕
員
養
成
講
座 

受
講
者
募
集

聴
覚
障
害
者
の
意
思
疎
通
支
援
を
充
実
す

る
た
め
、
手
話
奉
仕
員
の
養
成
を
目
指
し
た

手
話
奉
仕
員
養
成
講
座
を
開
催
し
、
派
遣
対

応
に
必
要
な
技
術
と
知
識
を
有
す
る
奉
仕
員

を
養
成
し
ま
す
。

【
期
間
】
平
成
27
年
５
月
15
日（
金
）〜

平
成
28
年
３
月
11
日（
金
）

【
と
こ
ろ
】
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
う
る
み
ん

２
Ｆ　

第
２
交
流
室
・
他

【
対
象
】
市
内
に
在
住
し
、
手
話
の
学
習
経

験
の
な
い
者

【
定
員
】
若
干
名  

【
受
講
料
】
無
料

【
申
込
方
法
】
う
る
ま
市
社
会
福
祉
協
議
会

（
在
宅
福
祉
課
窓
口
）ま
た
は
お
電
話
で
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。
☎
９
７
３
ー
５
４
５
９

【
申
込
期
限
】
平
成
27
年
５
月
１
日（
金
）

児
童
家
庭
課	

☎
９
７
８
︱
６
０
８
２

障
が
い
の
子
ど
も
を
持
つ
親
の
会

〜
子
育
て
の
悩
み
で
も
Ｏ
Ｋ
〜

障
が
い
を
持
つ
子
ど
も
を
抱
え
た
親
同
士

の
ゆ
ん
た
く
会
で
す
。
日
頃
気
に
な
っ
て
い

る
こ
と
や
、
悩
ん
で
い
る
事
を
お
互
い
ゆ
ん

た
く
し
な
が
ら
発
散
し
ま
し
ょ
う
。

【
と
き
】
４
月
22
日（
水
）午
前
10
時
〜
12
時

※
毎
月
第
４
水
曜
日
開
催

【
と
こ
ろ
】
屋
慶
名
児
童
館（
学
童
ク
ラ
ブ
室
）

【
対
象
】
子
育
て
中
の
親

【
申
込
方
法
】
屋
慶
名
児
童
館
ま
で
お
問
合

せ
く
だ
さ
い
。

屋
慶
名
児
童
館　

☎
９
７
８
ー
６
０
８
２

うるみんdeおためし教室
日 時　　間 内　　容 講師

４月　６日（月） 午後２時〜３時30分 らくらくフィットネス
ストレッチ・有酸素運動、筋トレを織り交ぜた運動 津波古

４月１３日（月） 午後２時〜３時30分 骨盤調整エクササイズ
からだの歪みを調整する運動 津波古

４月２０日（月） 午後１時〜２時30分 ピラティス
からだの筋肉をしなやかで丈夫な筋肉に鍛える運動 永　渕

４月２７日（月） 午後２時〜３時30分 らくらくフィットネス 津波古
５月１１日（月） 午後２時〜３時30分 らくらくフィットネス 津波古

５月１３日（水） 午後１時〜２時30分 ヨガ
初心者のためのヨガ 嶺　井

６月１７日（水） 午後１時〜２時30分 ピラティス 永　渕

「うるみんdeダイエット教室」5月18日〜開催決定！
これまでの参加者も１ヶ月で1kg 〜 5kgの減量に成功！まずは体験！ お気軽にご参加下さい(^O^) ／

【募集人数】・おためし教室：40名
・ダイエット教室：20名(74歳までの国保加入者)
        （全５回）　 　5/18 〜 6/22(月) 14時〜

【場　　所】うるみん　ホール　【受講料】無料
【申込期限】教室開催前日まで（定員になり次第終了）
【申込方法】お電話にてお申し込み下さい

 国民健康保険課973-3177内線（1172） 【嶺井】【永渕】【津波古】
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i n f o r m a t i o n

うるま市民無料相談所の開設について

①市民無料法律相談

【と　き】４月９日（第２木曜日）　午後２時〜午後４時
【ところ】石川庁舎（１階市民相談室）
【予約券配布場所】石川庁舎１階市民課前市民ロビー
【予約券配布時間】午前９時予約券配布開始

【と　き】４月16、23日（第３、４木曜日）　午後２時〜午後４時
【ところ】本庁（１階市民相談室）
【予約券配布場所】本庁舎２階市民生活課
【予約券配布時間】午前９時予約券配布開始

※法律相談を受けることができるのは先着８名までです。
※予約券を午前９時から配布いたしますが、９時時点でお客様が８名以上

並んで待機している場合がありますので、お早めに予約券配布場所へお
越しくださいますようお願いいたします。

※電話での予約は受付けておりませんのでご了承ください。

②行政相談
国、行政、特殊法人についての意見・要望等の相談を行います。

【と　き】４月14日（火）午前10時〜午後４時（正午〜午後１時を除く）
＊日程変更の場合がありますので、市民生活課へお問い合わせくださ

い。
【ところ】 本庁　３階　第１会議室

③人権相談
近隣のトラブル、家庭内のもめごと、いじめ、体罰等の人権に関す

る相談を行います。
【と　き】４月14日（火）午前10時〜午後４時（正午〜午後１時を除く）
＊日程変更の場合がありますので、市民生活課へお問い合わせくださ

い。
【ところ】 本庁　３階　第１会議室

④消費者相談
消費生活に関する商品やサービスの契約トラブル（悪質商法、架空

請求、多重債務等）の相談を行います。
【と　き】 毎週水曜日 午前10時〜午後４時（正午〜午後１時除く）
【ところ】 本庁１階　市民相談室
※消費者相談は沖縄県県民生活センター（☎863−9214）でも平

日相談可能です。
【問い合わせ】 ①〜④市民生活課　☎９７３−５４８７

⑤こどもＳＯＳ相談メール　
子ども本人からの悩み相談や子育て中の親などから子育てに関する

悩み全般を受付けします。
【メールアドレス】 kodomo-soudan@city.uruma.lg.jp

⑥子育て教育相談
児童の健全な発達と子育て等の悩みに対し臨床心理士がカウンセラー

として相談を受けます。
【と　き】４月23日（木）午後２時〜午後５時
【ところ】市役所本庁２階 児童家庭課（予約制）
【問い合わせ】⑤〜⑥家庭児童相談室（児童家庭課内）　

☎９７３－５０４１

ボランティア活動ほうこく会

うるま市一人親世帯等新入学

児童激励事業

うるま市をもっとよくしたい！！あつい想いを
もち、助成金を獲得した市内のボランティア６団
体が「ボランティア活動ほうこく会」を行います。

ボランティア活動を実際にしている方から生の
声を聞くチャンスです！どなたでも見ることがで
きますよ♪
「ボランティアに関心がある！」という方から

「なにかやってみようかなぁ」 と思っている方ま
でお気軽にお越しください。

【とき】４月11日（土）
午後２時〜４時　ほうこく会　
午後４時〜５時　情報交換会

【ところ】うるま市健康福祉センター
うるみん　１Ｆ展示スペース

【申込方法】当日会場にお越しください。　
【お問い合わせ】うるま市社会福祉協議会

地域福祉課　☎973−5459

赤い羽根共同募金配分金を活用して、うるま市
内に居住する一人親世帯等の新入学児童に対して
激励金を支給します。

【対象】市内に居住する次の世帯を対象とします。
①母子世帯（小学校1年生）
②父子世帯（小学校1年生）
③その他、祖父母等が養育している世帯

　　　　　　　　　（小学校1年生）
（市外の学校に入学する児童も対象になります。）
※生活保護受給世帯は対象外

【申請方法】
所定の申請書に必要事項を記入し、最寄りの社

会福祉協議会(本所・支所)に提出して下さい。
【受付期間】
４月13日（月）〜４月27日（月）

【お問い合わせ】うるま市社会福祉協議会
本所（総務課）　☎９７３—５４５９
石川支所　　　☎９６４—２４９４
勝連支所　　　☎９７８—５９１４
与那城支所　　☎９７８—００１１
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i n f o r m a t i o n

男女共同参画コーナー

企画課　☎９７３−５００５

性別で未来の仕事は
決まらないよ。

ど〜おもう？
うるま市合併１０周年記念
地域交流スポーツ大会助成の募集について

【募集期間】４月１日（水）〜５月８日（金）
市では、合併10周年を記念して市民の融和と一体感を深めることを目的

とした「うるま市合併10周年記念地域交流スポーツ大会助成事業」を実施
します。

【対象となる大会】
助成金の対象となる大会は、市民が市内において主体的に企画実施し、年

齢や地域を問わず幅広く市民が交流できるものとする。
※ただし、既存の大会、営利を目的とする大会、宗教活動又は政治活動を目

的とする大会、公序良俗に反するおそれのある大会、その他、同一大会に
ついて、補助金を受けている大会は対象となりません。

【申請対象】
市内在住の成人 （※未成年者の申請は出来ませんが、参加対象年齢は問い

ません。）
【助成金の金額】

助成金の額は、１件あたり５万円を上限とします。対象経費等については、
実施要領をご確認ください。

【応募方法】
提出書類を記入の上、募集期間中に企画課に提出してください。募集要項・

提出様式については、うるま市役所（各庁舎）において配布するほか、HPか
らもダウンロードできます。

【提出方法】
うるま市役所企画課まで持参していただくか、郵送、Eメールでの提出も

可能です。
※ただし、持参する場合は平日の午前８時30分〜午後５時15分の受付とな

ります。
【お問い合わせ】企画課　☎９７３−５００５
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【お問い合わせ】総務課防災係　☎９７３−０６０６

ご寄付･ご寄贈ありがとうございます

消防活動状況（平成27年2月）

救急出場件数……………………… ５３９件（1198件）
搬送人員…………………………… ５０５人（1129人）
火災件数………………………………… 7件　　 （17件）

（　）は平成２7年１月からの累計。

うるま市社会福祉協議会へ
☆目

め

取
どる

真
ま

　房
ふさ

枝
え

　様（字西原）より３万円の寄付
☆上

うえじょう

門　正
まさ

典
のり

　様（与那城西原）より５万円の寄付
☆松

まつ

野
の

　義
よし

勝
かつ

　様（勝連平安名）より10万円の寄付
☆久

く

田
だ

　多
た

津
つ

江
え

　様（字昆布）より５万円の寄付
☆介護タクシー おきなわ　具

ぐ

志
し

堅
けん

　克
かつ

治
お

　様（字田場）
より10万円の寄付

☆JAおきなわ具志川支店 農協まつり 実行委員会
　委員長　比

ひ

嘉
が

　武
たけ

男
お

　様（みどり町）より67,766
円の寄付

☆又
また

吉
よし

　盛
もり

雄
お

　様（石川東山本町）より10万円の寄付
☆国

くに

吉
よし

　榮
えい

子
こ

　様（勝連南風原）より５万円の寄付
☆新

しん

屋
や

敷
しき

　朝
とも

子
こ

　様（与那城屋慶名）より５万円の寄付
☆宇

う

地
ち

原
はら

　文
ふみ

子
こ

　様（字平良川）より10万円の寄付
☆石川地区社交飲食業組合　様（石川白浜）より３万円

の寄付

うるま市体育協会へ
☆宇

う

地
ち

原
はら

　文
ふみ

子
こ

　様（字平良川）より５万円の寄付

☆上
うえ

地
ち

　シズエ　様（与那城桃原）より５万円の寄付
☆松

まつ

野
の

　義
よし

勝
かつ

　様（勝連平安名）より10万円の寄付
☆照

てる

屋
や

　寛
ひろ

勝
かつ

　様（宇堅）より10万円の寄付
☆久

く

田
だ

　多
た

津
つ

江
え

　様（昆布）より５万円の寄付
☆株式会社アジアエンジニアリング　様（赤道）より

15万円の寄付
☆ＪＡおきなわ具志川支店　様（みどり町）より

67,765円の寄付
☆藏

くら

当
とう

　良
よし

子
こ

　様（勝連平安名）より５万円の寄付
☆又

また

吉
よし

　盛
もり

雄
お

　様（石川東山本町）より10万円の寄付
☆国

くに

吉
よし

　榮
えい

子
こ

　様（勝連南風原）より５万円の寄付
☆新

しん

屋
や

敷
しき

　朝
とも

子
こ

　様（与那城屋慶名）より５万円の寄付
☆宇

う

地
ち

原
はら

　文
ふみ

子
こ

　様（平良川）より10万円の寄付

うるま市育英会へ

◎大切な命を守るため、住宅用火災警報器を設置しましょう。

災害は、いつどんな時に起こるかわかりません。海岸
付近にいる場合は、いつでも情報が取れるようにラジオ
を携帯するなど注意しましょう。
【津波避難３原則】
その１『想定にとらわれるな』
・予想以上の災害が起こることがあります。
・「ここまでは津波がこない」という想定にとらわれず、

逃げること。
その２『最善を尽くせ』
・「自分は大丈夫」「ここまで来ればもう大丈夫」ではな

く、そのときできる最善の対応行動をとりましょう。
・できるだけ早く、高いところに逃げる。
その３『率先避難者たれ』
・いざというときには、まずは自分が率先して避難する

こと。
・率先して逃げる姿を見て、他の

人も避難するようになり、結果
的に多くの人を救うことにつ
ながります。

◆津波から身を守る　避難３原則
防災一口メモ

平成27年３月1日　　　　　　　　　　　　　前月比
　人　口　　　 １２１，６０１人　　　　＋　５３
　　男　　　　　　６０，８９４人　　　　＋　２９
　　女　　　　　　６０，７０７人　　　　＋　２４
　世帯数　　　　 ４８，５０７戸　　　　＋　５８

うるま市の人口
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沖縄市美原

店
舗
案
内

うるま市字赤道247-11

まぐろ刺身 鮪のカルパッチョ

鮪とアボガドの山葵醤油和え ねぎとろやっこ

グループ
ルミネ

各
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